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二

刑
罰
観
念

本
章
で
は
、
一
節
で
律
家
の
刑
罰
体
系
お
よ
び
罪
状
認
否
や
科

刑
の
姿
勢
な
ど
刑
罰
様
態
に
つ
い
て
寺
僧
な
ど
と
比
較
し
て
考
察

し
、
こ
れ
を
元
に
二
節
で
如
何
に
律
家
の
宗
教
的
価
値
観
が
か
よ

う
な
刑
罰
の
様
態
を
現
出
せ
し
め
た
か
を
考
察
す
る
。

二
―
一

中
世
社
会
に
お
け
る
西
大
寺
律
家
刑
罰
様
態

の
位
置

ま
ず
律
家
と
寺
僧
と
の
関
係
か
ら
考
え
て
い
こ
う
。

既
述
の
文
和
の
相
論
に
お
け
る
両
者
の
刑
事
処
断
の
対
応
の
違

い
を
見
て
い
き
た
い
。
律
家
側
は
、
そ
れ
ま
で
次
郎
入
道
に
関
し

て
犯
罪
の
噂
が
絶
え
な
い
事
か
ら
、「
内
々
」
に
捜
査
し
て
い
た

が
、「
不
�露
顕
�」�
証
拠
不
十
分
の
理
由
で
処
罰
を
行
な
っ
て
こ

な
か
っ
た
。
ま
た
、
事
件
の
発
端
と
な
る
事
だ
が
、「
於
�超
昇

寺
�
」
「
取
�草
履
�」
事
が
あ
り
「
彼
主
追
懸
、
称�

�盗�

人�

�、
追
―�入

当
寺
�」
っ
た
時
、「
寺〔
僧
〕
□
以
下
出
合
、
既
欲
�及
�珍�

事�

�」
状
況

で
あ
っ
た
が
、「
自
�（
律
家
）

僧
中
�、
事
子
細
相
尋
」ね
た
と
こ
ろ「
途
中（
マ
ヽ
）
着

捨
�草
履
�故
、
思
�無
主
�、
着
来
」
と
い
う
弁
明
を
受
け
て
、
刑

罰
を
行
わ
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
被
害
者
の
訴
え
と
贓
物
と
い
う

客
観
的
事
実
よ
り
も
当
人
の
犯
意
の
無
い
と
す
る
事
を
重
視
し
た

結
果
だ
ろ
う
。
逆
に
寺
僧
は
、
律
家
側
か
ら
の
「
相
尋
」
が
無
け

れ
ば
そ
の
ま
ま
科
刑
す
る
可
能
性
が
あ
っ
た
事
が
窺
が
わ
れ
る
（
59
）
。

次
に
、
寺
僧
側
は
、「
勤
蔵
法
師
潜
雇
�（
次
郎
入
道
）

彼
入
道
�、
夜
中
令
�持

�苗
」
と
し
て
、
次
郎
入
道
を
「
盗
犯
」
の
「
罪
科
」
と
し
て
死

刑
に
処
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
律
家
は
、「
未
�定
�過
、
称
�盗
」、

つ
ま
り
証
拠
十
分
で
は
な
い
の
に
処
断
し
た
と
非
難
を
加
え
た
。

勤
蔵
法
師
に
対
し
て
は
、
寺
僧
側
は
、「
同
意
者
」
と
し
て
処
罰

西
大
寺
律
家
の
刑
罰

│
│
中
世
寺
院
に
お
け
る
死
刑
不
科
の
位
置
│
│
（
下
）村

瀬

貴

則

西
大
寺
律
家
の
刑
罰
（
下
）

一
（

一

）



を
要
請
す
る
も
、
律
家
側
が
捜
査
し
た
と
こ
ろ
恐
ら
く
証
拠
不
十

分
と
い
う
理
由
で
「
以
�起
請
文
�可
�晴
申
�旨
、
令
�治
定
�了
」

と
い
う
処
分
と
な
っ
た
。
一
方
、
寺
僧
側
は
、「
自
�僧
中
�以
�起

請
文
�可
�被
�開
云
々
。
此
条
非
�所
存
�。
今
夕
明
旦
之
間
、
寺
僧

若
輩
等（
勤
蔵
法
師
）

汝
所
押
寄
可
�打�

殺�

�之
由
、
評
定
事
切
了
」
と
い
う
決
定

を
行
っ
て
い
る
。
寺
僧
側
の
公
文
範
盛
は
、
か
か
る
律
家
の
処
分

に
対
し
て
個
人
の
意
見
と
し
な
が
ら
も
、

�
�
Ｋ

西
大
寺
白
衣
寺
僧
沙
汰
引
付

日
本
国
悪
党
盗
人
当
所〔
充
〕
宛
満
、
争（
マ
ヽ
）
所
可
�被
�収
哉
。

と
述
べ
た
。

以
上
相
論
を
巡
る
両
者
の
犯
罪
行
為
認
定
や
量
刑
に
対
す
る
様

態
の
相
対
的
な
違
い
を
簡
潔
に
ま
と
め
れ
ば
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

寺
僧
は
、
慎
重
に
証
拠
を
探
し
て
い
た
ら
犯
罪
者
を
見
過
ご
し
、

治
安
の
悪
化
に
つ
な
が
る
の
で
あ
っ
て
、
嫌
疑
の
あ
る
も
の
で
も

速
や
か
に
科
刑
す
べ
き
だ
と
す
る
考
え
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

（
甲
）
証
拠
軽
視
・
科
刑
迅
速
主
義
、
従
っ
て
厳
刑
的
で
あ
る
。

一
方
律
家
は
そ
れ
と
は
逆
に
、（
乙
）
証
拠
お
よ
び
意
思
（
犯

意
）
重
視
・
科
刑
慎
重
主
義
、
従
っ
て
寛
刑
的
で
あ
る
。

次
に
関
連
す
る
事
と
し
て
両
者
の
寺
辺
住
民
統
治
の
姿
勢
を
見

て
み
た
い
。
応
安
五
年
末
か
ら
六
年
に
か
け
て
、
寺
主
職
の
欠
員

に
伴
う
、
そ
れ
の
補
任
権
を
め
ぐ
る
相
論
が
別
当
東
院
円
守
と
律

家
と
の
間
で
起
こ
っ
た
（
60
）
。
当
事
者
間
で
の
解
決
が
困
難
と
な
り
、

律
家
は
大
安
寺
長
老
道
種
を
介
し
て
大
乗
院
門
跡
教
尊
に
仲
介
を

頼
ん
だ
（
61
）
。
そ
の
時
の
書
状
が
以
下
で
あ
る
。

�
�
Ｌ

西
大
寺
長
老
興
泉
書
状
案
（
62
）

先
日
見
参
之
時
、
委
細
申
候
事
之
条
悦
入
候
。

抑
、
当
寺
白
衣
寺
僧
等
所
職
事
。（
叡
尊
）

先
師
菩
薩
以
来
者
、
為
�

律
家
�、
宛
―�行
之
�候
。
雖
�為
�如
�此〔
符
〕
普
案
�、
一
廻
之
役
人

等
真
諦
無
沙
汰
之
間
、
雖
�不
�相
続
�候
�、
少
々
見
来
候
。

進
之
候
。
次
重
御
補
任
事
。
可
�限
�于
御
一
代
�候
者
、
雖
�

可
�閣
�是
非
�候
�、
非
�無
�未
来
之
斟
酌
�候
之
間
、
集
�僧
衆
�、

令
�談
合
�候
之
処
、
此
事
菩
薩
当
所
御
居
住
之
初
門
、
以
�

（
西
大
寺
別
当
）

寺
務
之
権
威
�、
被
�進
―�退
寺
僧
等
�、
求�

�吹�

毛�

之�

疵�

�、
被
�責�

―�伏�

土�

民�

等�

�、
眼
前
之
愁
歎
不
便
之
余
、
或
被
�申
�（
大
安
寺
ヵ
）

貴
寺
�、

被
�廻�

�撫�

民�

之�

計�

�。
以
来
別
当
数
十
代
、
雖
�被
�遷
任
�、

無
�改
動
之
儀
�候
之
処
、
雖
�一
旦
請
�進
止
�、
依
�後
々
寺

務
�、
被
�引
―�募
此
跡
�候
之
条
、
無
�疑
候
歟
。
其
時
者
、
先

師
之
素
願
既
破
壊
之
上
者
、
僧
衆
之
止
住
、
定
可
�為
�退
転

之
基
�候
哉
。
此
等
之
趣
、
御
覚
悟
候
上
者
、
具
令
�達
申
�

給
候
者
、
定
可
�得
�御
察
�候
歟
。
委
細
以
�僧
令
�申
候
。

可
�被
�尋
聞
�候
也
。
恐
々
謹
言
。

（
応
安
六
年
）

正
月
廿
三
日

興
泉

史

学

第
八
六
巻

第
一
・
二
号

二
（

二

）



（
光
円
房
道
種
、
蔵
坊
）（
大
安
寺
長
老
）

大
安
寺
御
房

「
此
事
菩
薩
当
所
御
居
住
」
以
降
の
部
分
に
注
目
し
た
い
。
�
今

回
一
回
の
補
任
で
す
ら
認
め
て
し
ま
え
ば
、
�
後
に
別
当
が
補
任

権
を
掌
握
し
、
�
寺
僧
へ
の
統
制
が
律
家
か
ら
別
当
に
移
り
「
土

民
」
の
「
撫
民
」
が
な
さ
れ
な
く
な
り
、
�
叡
尊
の
素
願
（
�
戒

律
に
基
づ
く
仏
道
修
行
か
）
が
果
た
さ
れ
な
く
な
り
、
�
最
終
的

に
律
家
の
止
住
が
困
難
と
な
る
、
故
に
�
を
回
避
し
て
欲
し
い
と

い
う
論
理
構
造
で
あ
ろ
う
。
律
家
集
団
が
「
土
民
」
に
該
当
す
る

で
あ
ろ
う
浄
人
・
郷
民
に
依
拠
す
る
性
質
上
（
前
章
補
論
参
照
）、

�
と
�
と
が
論
理
的
に
繋
が
る
の
だ
ろ
う
か
。
と
も
か
く
こ
こ
で

第
一
に
、
補
任
権
（
従
っ
て
罷
免
権
）
を
有
す
る
が
故
に
律
家
は

寺
僧
を
統
制
で
き
て
い
る
事
、
従
っ
て
第
二
に
統
制
で
き
て
い
る

故
に
こ
そ
、
そ
し
て
そ
の
場
合
に
限
り
「
撫
民
」
が
実
現
す
る
事
、

と
い
う
統
治
者
と
し
て
の
政
治
的
価
値
観
を
有
し
て
い
た
事
は
言

う
事
が
で
き
る
。
前
者
は
、
文
和
の
相
論
で
、
別
当
範
宗
が
、

「
無
理
之
嗷
訴
」
の
「
張
本
」
で
、
執
行
代
職
と
小
目
代
職
と
を

兼
帯
す
る
琳
俊
（
武
蔵
房
、
菅
原
）
に
対
す
る
処
罰
に
関
し
て

「
検
断
之
沙
汰
」
と
し
て
両
職
を
罷
免
し
よ
う
と
し
て
い
る
事
（
63
）
か

ら
も
わ
か
る
通
り
、
統
制
に
際
し
諸
職
任
免
権
が
大
き
な
意
味
を

持
っ
て
い
た
事
か
ら
も
肯
定
で
き
る
。
一
般
に
職
の
任
免
権
の
所

在
は
、
例
え
ば
荘
官
の
そ
れ
が
下
司
職
と
し
て
荘
園
領
主
に
あ
る

か
地
頭
職
と
し
て
幕
府
に
あ
る
か
で
荘
園
領
主
の
彼
に
対
す
る
統

制
が
相
違
す
る
事
を
考
え
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
統
属
関
係
に
大

き
く
影
響
す
る
。
ま
た
史
料
で
は
、
別
当
と
律
家
と
の
政
治
的
価

値
観
の
相
違
を
主
張
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
も
ち
ろ
ん
そ

れ
も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
別
当
職
の
遷
替
性
の
点
や
、
普
通

興
福
寺
子
院
に
居
住
し
西
大
寺
と
距
離
が
あ
る
点
や
、
前
章
で
の

考
察
の
通
り
「
土
民
」�
寺
辺
住
民
に
対
す
る
刑
罰
は
よ
り
直
接

的
に
は
律
家
・
寺
僧
に
担
わ
れ
て
い
た
点
を
考
え
れ
ば
、
む
し
ろ

律
家
と
寺
僧
と
の
そ
れ
の
相
違
こ
そ
読
み
取
る
べ
き
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
、
当
時
大
和
国
に
あ
っ
て
宗
教
的
・
政
治
的
・
軍
事
的
に
極

め
て
重
要
な
位
置
に
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
大
乗
院
門
跡
（
64
）
と
の
、
政

治
的
価
値
観
の
同
質
性
が
前
提
と
し
て
あ
る
訴
え
で
あ
る
事
は
疑

い
な
い
。
叡
尊
の
時
代
か
ら
別
当
統
制
下
の
寺
僧
が
、
律
家
か
ら

見
れ
ば
「
撫
民
」
を
せ
ず
「
求
�吹
毛
之
疵
�、
被
�責
―�伏
土
民

等
�」
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
、
十
分
に
可
能
性
が

あ
る
事
だ
け
れ
ど
も
（
65
）
、
今
は
問
題
に
し
な
い
。
重
要
な
の
は
、
既

に
寂
し
て
よ
り
八
〇
年
以
上
経
っ
た
叡
尊
の
名
前
を
出
し
て
い
る

事
か
ら
す
れ
ば
、
黒
白
僧
の
か
か
る
政
治
的
価
値
観
の
相
違
は
、

い
ま
ま
で
も
、
現
在
も
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
、
容
易
に
は
解
消

で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
、
そ
し
て
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
の

当
時
の
律
家
側
の
認
識
を
読
み
取
る
事
が
で
き
る
事
で
あ
る
。
中

西
大
寺
律
家
の
刑
罰
（
下
）

三
（

三

）



世
に
お
け
る
「
撫
民
」
は
、
統
治
に
お
け
る
政
治
的
価
値
観
の
一

種
だ
が
、
よ
り
厳
密
に
言
え
ば
、
適
正
・
適
量
の
租
税
収
取
・
力

役
徴
発
の
意
味
（
66
）
と
、
適
当
な
刑
事
処
理
│
│
犯
罪
行
為
を
安
易
に

認
定
せ
ず
、
過
酷
な
刑
罰
を
行
わ
な
い
│
│
の
意
味
（
67
）
と
が
あ
る
と

し
て
良
い
。
す
な
わ
ち
、
律
家
の
主
張
は
、
律
家
側
が
寺
僧
の
上

に
立
っ
て
い
る
故
に
、
住
民
を
慈
し
む
統
治
が
で
き
て
い
る
と
い

う
事
な
の
で
あ
る
。
こ
の
相
論
は
、
本
来
補
任
権
の
関
係
書
類
や

先
例
こ
そ
が
問
題
と
な
る
べ
き
事
案
で
あ
っ
て
、「〔
符
〕
普
案
」
の
存

在
な
ど
に
つ
い
て
言
及
し
て
は
い
る
が
、
�
↓
�
の
論
理
や
撫
民

云
々
は
係
争
事
案
と
関
係
が
薄
い
。
そ
れ
で
も
わ
ざ
わ
ざ
主
張
す

る
と
こ
ろ
に
、
大
乗
院
家
と
の
政
治
的
価
値
観
の
同
質
性
に
対
す

る
期
待
と
、
彼
ら
の
確
た
る
認
識
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
な
お

新
寺
主
の
補
任
状
案
（
68
）
が
伝
世
し
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
大
乗
院

家
が
律
家
に
有
利
に
計
ら
っ
た
と
見
え
る
。
か
か
る
律
家
と
寺
僧

と
の
政
治
的
価
値
観
の
相
違
は
、
先
の
両
者
の
刑
罰
の
姿
勢

（
甲
）、（
乙
）
の
評
価
を
支
持
す
る
も
の
だ
ろ
う
。

次
に
死
刑
に
つ
い
て
で
あ
る
。
既
に
「
は
じ
め
に
」
で
触
れ
た

よ
う
に
、
規
式
に
は
、
死
刑
の
不
科
が
記
さ
れ
て
い
る
。
条
文
内

容
を
検
討
し
て
も
実
際
に
死
刑
規
定
は
な
い
。
ま
た
は
っ
き
り
と

律�

家�

裁�

定�

に�

よ�

っ�

て�

死
刑
が
行
わ
れ
た
事
実
は
制
定
以
前
も
以
後

も
一
つ
と
し
て
見
つ
か
ら
な
い
。
規
式
の
実
効
性
の
点
だ
が
、
規

定
通
り
に
各
種
刑
罰
が
行
わ
れ
た
形
跡
は
管
見
の
限
り
一
つ
と
し

て
見
ら
れ
な
い
（
69
）
。
し
か
し
、
明
徳
元
年
の
追
加
法
（
史
料
�
）
で

そ
れ
ま
で
の
規
定
を
改
め
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
規
式
通
り
に
運

用
さ
れ
て
き
た
結
果
、
治
安
維
持
上
不
適
当
な
事
態
に
至
っ
た
故

の
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
規
式
が
遵
用
さ
れ

て
き
た
事
の
傍
証
と
な
る
。
ま
た
、
規
式
は
長
老
が
袖
判
を
加
え

複
数
の
律
家
が
署
判
を
加
え
て
い
る
。
同
様
の
署
判
形
態
の
史
料

は
、
法
な
ど
、
律
家
の
集
団
と
し
て
の
重
要
事
項
の
意
思
決
定
、

そ
れ
も
遠
い
未
来
に
ま
で
規
制
し
よ
う
と
す
る
決
定
事
項
と
言
い

得
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
（
70
）
。
従
っ
て
、
規
式
後
半
部
分
に
死
刑
不

科
に
つ
い
て
わ
ざ
わ
ざ
書
か
れ
た
の
は
こ
れ
の
宣
言
で
あ
る
と
も

い
う
べ
く
、
こ
れ
を
破
棄
す
る
事
は
（
後
述
（
一
五
頁
）
の
意
味

で
）
許
さ
れ
な
い
事
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
一
方
で
、
寺
僧
側

で
は
、
既
述
の
如
く
（
一
章
）、
文
和
の
相
論
で
の
次
郎
入
道
に

対
す
る
対
応
（
上
編
一
〇
頁
）、
勤
蔵
法
師
に
対
す
る
対
応
（
同

頁
）、
正
平
七
年
の
又
法
師
等
に
対
す
る
対
応
（
同
一
二
頁
）
等
、

盗
み
等
重
罪
の
相
当
刑
罰
と
し
て
死
刑
を
当
然
の
も
の
と
み
な
し
、

し
か
も
実
際
に
行
っ
て
い
た
（
71
）
。
こ
こ
で
史
料
�
の
内
容
に
戻
り
た

い
。
律
家
の
か
か
る
危
惧
が
当
た
っ
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
刑

罰
裁
定
体
系
の
変
化
を
問
題
と
す
る
時
、
結
局
裁
定
過
程
２
（
上

編
一
〇
頁
）
が
復
活
す
る
事
と
な
る
だ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
死
刑

史
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判
決
が
行
わ
れ
る
可
能
性
を
含
む
事
に
な
り
、
律
家
と
し
て
は
無

視
す
べ
か
ら
ざ
る
事
態
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

以
上
に
よ
っ
て
、
両
僧
の
相
違
と
し
て
、
律
家
は
（
乙
）
で
あ

り
ま
た
死
刑
を
科
さ
ず
、
白
衣
寺
僧
は
（
甲
）
で
あ
り
ま
た
重
罪

に
対
し
て
死
刑
を
当
然
の
も
の
と
見
な
し
て
い
た
、
と
い
う
事
が

で
き
る
。

さ
て
こ
こ
で
刑
罰
様
態
の
分
析
と
平
行
し
て
、
刑
罰
権
力
の
資

源
、
す
な
わ
ち
刑
罰
を
安
定
的
に
行
使
（
特
に
�
科
刑
（
上
編
七

頁
）
に
当
た
る
）
さ
せ
得
る
も
の
と
し
て
、
並
び
に
犯
罪
者
ま
た

は
嫌
疑
者
を
安
定
的
に
捕
縛
さ
せ
得
る
も
の
と
し
て
、
武
力
に
つ

い
て
考
察
す
る
事
は
意
味
な
い
事
で
は
あ
る
ま
い
。
刑
罰
を
如
何

に
安
定
的
に
行
使
す
る
か
は
、
そ
の
権
力
体
が
如
何
に
武
力
を
組

織
で
き
て
い
る
か
に
大
き
く
関
わ
る
か
ら
で
あ
る
。
幕
府
の
場
合
、

こ
れ
は
間
違
い
な
く
妥
当
し
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
先
学
の
指
摘
す

る
通
り
、
手
段
と
し
て
調
伏
修
法
や
呪
詛
な
ど
、
宗
教
的
非
武
力

を
手
段
と
す
る
場
合
が
あ
っ
た
事
（
72
）
は
無
視
で
き
な
い
け
れ
ど
、
法

隆
寺
の
「
白
衣
僧
」（
次
段
落
で
説
明
）
が
科
刑
の
際
武
装
し
て

臨
ん
で
い
た
り
、
東
大
寺
が
荘
園
「
狼
藉
」
に
対
す
る
懲
罰
ま
た

は
嫌
疑
者
捕
縛
の
た
め
派
兵
し
よ
う
と
し
て
い
る
事
実
（
73
）
な
ど
、
殊

に
刑
罰
の
行
使
と
い
う
点
で
は
、
武
力
の
方
が
よ
り
重
要
だ
ろ
う
。

特
に
、
共
に
大
和
国
内
の
寺
院
で
小
規
模
な
領
主
で
あ
る
点
で
、

政
治
権
力
体
と
し
て
の
性
格
が
西
大
寺
と
似
て
い
る
法
隆
寺
の
場

合
、
延
慶
三
年
（
一
三
一
〇
）、「
定
松
房
」
が
「
刃
傷
ノ
科
」
に

よ
っ
て
法
隆
寺
よ
り
刑
罰
が
科
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
時
、「
実
光

院
ニ
武
者
ヲ
入
置
」
い
た
の
で
「
衆
徒
武�

具�

大�

衆�

ニ
テ
可
�有
�罪

科
�」
と
な
っ
た
と
こ
ろ
、「
口
入
」
が
あ
り
本
人
が
恭
順
の
意
思

を
示
し
た
の
で
、
後
日
「
白
大
衆
ニ
テ
」「
罪
科
了
」
と
な
っ
た
が
、

こ
れ
に
よ
り
通
常
は
非
武
装
で
臨
む
が
犯
人
の
抵
抗
の
程
度
に
よ

っ
て
武
力
が
利
用
さ
れ
る
状
況
を
見
る
事
が
で
き
る
。
し
か
も
こ

の
時
、
衆
徒
は
「
一
党
」（
乾
脇
一
党
か
長
谷
川
一
党
か
だ
ろ

う
）
な
る
武
士
の
地
域
的
結
合
に
助
力
を
要
請
し
て
い
て
（
74
）
、
か
か

る
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
。
で
は
、
西
大
寺
領
内
は
い
か
な
る
状
況

だ
ろ
う
か
。
寺
僧
は
、
南
北
朝
内
乱
に
際
し
て
出
兵
し
た
り
（
75
）
、
武

装
を
伴
う
南
都
の
嗷
訴
に
参
加
し
た
り
し
た
と
見
ら
れ
（
76
）
、
少
な
く

と
も
武
具
を
保
有
し
、
武
芸
に
練
達
し
、
殺
傷
を
伴
う
戦
闘
行
為

に
従
事
す
る
事
も
厭
わ
な
い
存
在
で
あ
っ
た
事
は
確
か
で
あ
る
。

一
方
、
律
家
の
側
は
、
そ
う
い
っ
た
明
確
な
史
料
は
見
出
せ
な
い

か
ら
、
律
僧
一
般
の
性
質
か
ら
し
て
も
（
後
述
八
頁
）、
ひ
と
ま

ず
非
武
装
で
あ
る
と
し
て
お
い
て
よ
い
だ
ろ
う
（
77
）
。
詳
細
は
後
に
再

考
し
た
い
。
武
力
は
�
や
捕
縛
に
お
い
て
重
要
と
な
る
が
、
特
に

�
に
つ
い
て
は
裁
定
過
程
１
（
上
編
八
頁
）
が
存
在
す
る
の
も
こ

の
よ
う
な
わ
け
で
あ
ろ
う
。
非
武
装
の
面
が
あ
る
律
家
が
少
な
く

西
大
寺
律
家
の
刑
罰
（
下
）
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と
も
�
の
刑
罰
判
決
権
を
有
し
治
安
維
持
に
当
た
る
時
、
刑
罰
に

お
い
て
、
武
装
の
面
が
あ
る
寺
僧
を
関
与
さ
せ
ざ
る
を
得
な
い
構

造
が
あ
る
と
評
価
す
る
事
が
で
き
る
。
ま
た
、
自
領
内
統
治
に
お

い
て
特
に
自
領
内
犯
罪
の
処
断
に
際
し
て
は
も
と
よ
り
、
む
し
ろ

こ
れ
に
増
し
て
他
領
主
と
の
政
治
的
緊
迫
関
係
、
殊
に
既
に
平
安

後
期
か
ら
所
領
相
論
が
あ
り
鎌
倉
後
期
に
は
熾
烈
な
武
力
抗
争
に

発
展
し
た
秋
篠
寺
と
の
関
係
か
ら
も
、
寺
僧
側
の
武
力
が
必
要
で

あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
（
78
）
。
さ
ら
に
付
け
加
え
れ
ば
、
こ
こ
で
詳
述
の

ゆ
と
り
は
な
い
け
れ
ど
も
、
よ
り
広
域
的
な
治
安
維
持
制
度
の
観

点
か
ら
も
、
西
大
寺
は
武
力
が
必
要
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

少
な
く
と
も
鎌
倉
後
期
に
は
、
興
福
寺
は
一
国
守
護
の
た
め
興
福

寺
公
文
所
下
文
を
媒
介
に
し
て
国
内
の
荘
・
公
・
寺
院
（「
郡
刀

祢
司
并
郷
々
荘
々
諸
寺
諸
山
等
（
79
）
」）
を
警
察
機
関
と
し
て
把
握
し

各
種
犯
罪
に
対
し
て
動
員
し
て
い
た
。
西
大
寺
は
、
添
下
郡
の
そ

の
一
つ
と
し
て
興
福
寺
か
ら
把
握
さ
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。

次
に
大
和
国
諸
寺
院
の
「
白
衣
僧
」
の
行
う
刑
罰
の
様
態
等
を

考
え
て
み
た
い
。
こ
こ
で
「
白
衣
僧
」
を
以
下
の
よ
う
に
定
義
す

る
。
鎌
倉
前
期
以
降
出
現
し
た
律
僧
が
、
西
大
寺
、
東
大
寺
、
大

安
寺
（
80
）
、
興
福
寺
（
81
）
に
お
い
て
、
史
料
上
黒
衣
僧
、
そ
れ
以
外
が
白
衣

僧
と
大
略
呼
称
さ
れ
た
事
に
対
応
さ
せ
て
、
諸
寺
一
般
に
こ
れ
を

適
用
し
そ
れ
以
前
よ
り
宗
教
的
・
経
済
的
に
連
続
性
・
同
質
性
を

持
つ
集
団
を
史
料
用
語
か
ら
本
稿
で
は
「
白
衣
僧
」
と
呼
ぶ
事
に

し
た
い
。
林
譲
・
大
塚
紀
弘
の
研
究
（
82
）
を
参
考
と
し
て
幾
分
で
も
こ

の
定
義
語
を
明
瞭
に
す
る
な
ら
ば
、「
白
衣
僧
」
は
「
聖
道

（
門
）」
の
僧
、「
聖
道
衆
徒
」
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
と
な
る
。
天

台
・
真
言
宗
で
は
「
聖
道
」
な
る
言
葉
が
一
般
的
で
あ
る
よ
う
だ

が
、
本
稿
で
は
南
都
を
主
た
る
考
察
対
象
に
す
る
関
係
上
、「
白

衣
僧
」
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
。

本
題
に
入
る
前
に
、
中
世
社
会
に
お
い
て
「
盗
み
」
が
如
何
に

扱
わ
れ
て
い
た
か
述
べ
た
い
。
笠
松
の
研
究
に
学
べ
ば
、
盗
み
は
、

中
世
の
「
在
地
」
社
会
で
は
死
刑
に
相
当
す
る
程�

の�

重
罪
で
あ
り
、

一
方
で
幕
府
・
朝
廷
の
側
で
は
「
撫
民
」
の
観
点
か
ら
軽
罪
と
す

る
傾
向
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
（
83
）
。
そ
こ
で
、
管
見
お
よ
び
先
行
研
究
（
84
）

を
参
考
と
し
て
、
盗
み
に
限
ら
ず
中
世
寺
院
の
裁
定
・
判
決
に
か

か
る
死
刑
事
例
お
よ
び
死
刑
の
寺
法
の
代
表
的
な
も
の
を
列
記
し

た
の
が
表
１
（
一
〇
頁
）
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
興
福
寺
（
	
）・

法
隆
寺
（
�


�
な
ど
）・
薬
師
寺
（
�
）・
東
大
寺
（
�
）
の
大

和
国
の
諸
寺
院
で
は
│
│
西
大
寺
白
衣
寺
僧
も
含
め
て
│
│
、
主

に
一
般
庶
民
等
、
す
な
わ
ち
高
い
身
分
や
職
や
所
領
を
有
し
な
い

者
の
盗
み
行
為
に
対
し
て
は
専
ら
死
刑
で
臨
ん
で
い
て
、
笠
松
の

主
張
は
少
な
く
と
も
大
和
国
に
お
い
て
強
く
肯
定
で
き
る
。
こ
れ

ら
は
、
す
べ
て
（


を
除
く
）
白
衣
僧
裁
定
に
か
か
る
と
考
え
ら

史
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れ
る
。
か
か
る
傾
向
は
大
和
国
の
他
の
寺
院
で
も
大
略
同
様
で
あ

っ
た
ろ
う
。
科
刑
主
体
を
俗
人
に
広
げ
て
考
察
し
て
も
、
こ
の
傾

向
は
変
わ
ら
な
い
だ
ろ
う
（
85
）
。
そ
し
て
、
死
刑
裁
定
は
盗
み
に
留
ま

る
も
の
で
は
な
く
、
重
罪
に
限
る
が
別
の
犯
罪
に
お
い
て
も
死
刑

は
行
わ
れ
て
い
た
と
言
え
る
（
�
�
な
ど
）。
ま
た
、
応
永
二
一

年
（
一
四
一
四
）、
将
軍
足
利
義
持
は
、
幕
府
の
統
制
に
服
そ
う

と
し
な
い
大
和
国
の
「
衆
徒
・
国
民
」
に
対
し
て
誓
約
書
を
提
出

さ
せ
た
が
、
そ
の
一
条
項
に
は
次
の
如
く
に
あ
る
。

�
�
Ｍ

寺
門
事
条
々
聞
書
（
86
）

一
、
衆
徒
・
国
民
等
扶
―�持
	
置
盗
賊
之
族
�之
間
、
夜
打
・

強
盗
・
大
袋
等
悪
行
不
�断
絶
�。
於
�自
今
以
後
�者
、
於
�

露
顕
悪
党
�者
、
行�

�死�

罪�

�、
於
�扶
持
人
�者
、
可
�註
―�進

	
申
名
字
�事
。

こ
れ
は
幕
府
側
が
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
事
を
考
慮
し
て

も
な
お
大
和
国
に
お
い
て
重
犯
罪
人
（「
悪
党
」）
に
対
し
て
、
死

刑
が
相
当
刑
罰
で
あ
る
事
が
一
般
的
で
あ
っ
た
事
は
言
う
事
が
で

き
よ
う
。
し
か
も
、「
衆
徒
」
は
普
通
「
官
符
衆
徒
」
と
呼
ば
れ

る
、
武
芸
に
練
達
し
た
、
興
福
寺
所
属
の
下
級
の
白
衣
僧
で
あ
り
、

律
僧
で
は
な
い
。
ま
た
「
国
民
」
は
、
春
日
社
の
神
人
の
身
分
を

有
す
る
俗
人
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
、
大
和
国
の
荘
園
・
公
領
な
ど

の
沙
汰
人
で
あ
り
、
当
地
で
警
察
・
刑
罰
を
司
り
、
戦
闘
行
為
に

も
従
事
し
得
る
存
在
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
大
和
国
に
お
い
て
、

白
衣
僧
や
俗
人
な
ど
、（
一
国
規
模
で
の
）
広
域
的
ま
た
は
地
域

的
に
刑
罰
裁
定
・
判
決
に
深
く
携
わ
る
人
々
に
と
っ
て
、
一
般
に

死
刑
が
刑
罰
体
系
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
事
は
疑
い
な
い
。
一
方

で
は
、
既
述
の
よ
う
に
西
大
寺
律
家
の
死
刑
不
科
の
姿
勢
は
大
和

国
に
お
い
て
極
め
て
異
例
の
も
の
で
あ
る
事
が
わ
か
り
、
対
照
的

に
西
大
寺
白
衣
寺
僧
の
そ
れ
は
、
大
和
国
で
は
ご
く
一
般
的
な
範

疇
に
入
る
と
い
う
事
が
で
き
る
。

な
お
笠
松
は
、
規
式
を
考
察
材
料
の
一
つ
と
し
て
先
の
結
論
を

導
い
て
い
て
、
こ
れ
を
盗
み
に
対
す
る
重
罪
観
の
一
例
と
み
な
し

て
い
る
（
87
）
。
確
か
に
律
家
刑
罰
体
系
上
や
、
あ
る
い
は
幕
府
や
朝
廷

を
含
め
て
巨
視
的
に
眺
め
た
時
に
は
重
罪
観
で
間
違
い
な
い
け
れ

ど
も
、
よ
り
微
視
的
に
見
た
時
、
西
大
寺
内
だ
け
で
み
て
も
白
衣

寺
僧
と
比
べ
れ
ば
「
撫
民
」
意
識
を
有
し
て
い
た
り
、（
甲
）・

（
乙
）
の
相
違
が
み
ら
れ
た
り
し
、
ま
た
大
和
国
全
体
で
見
た
時

に
死
刑
不
科
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
盗
み
の
相
当
刑
罰
だ
け
を
切

り
取
っ
て
み
れ
ば
律
家
は
相
対
的
に
は
軽
罪
観
で
あ
る
と
い
う
事

が
で
き
る
。

武
力
に
つ
い
て
は
、
既
に
略
述
は
し
た
が
、
白
衣
僧
は
、
興
福

寺
・
東
大
寺
・
法
隆
寺
・
薬
師
寺
・
多
武
峰
・
秋
篠
寺
等
、
枚
挙

に
暇
が
無
い
ほ
ど
、
多
く
の
史
料
か
ら
武
力
を
保
有
し
戦
闘
行
為

西
大
寺
律
家
の
刑
罰
（
下
）

七
（

七

）



に
参
加
し
得
る
存
在
で
あ
っ
た
と
い
う
事
が
で
き
る
（
88
）
。
す
な
わ
ち
、

こ
れ
と
西
大
寺
白
衣
寺
僧
も
同
様
で
あ
る
。

大
和
国
か
ら
全
国
に
考
察
を
広
げ
た
い
。
詳
し
く
は
刑
罰
観
念

の
分
析
と
平
行
し
て
、
諸
氏
の
研
究
と
対
照
す
る
形
で
次
節
で
論

ず
る
が
（
二
三
〜
二
八
頁
）、
盗
み
等
重
罪
行
為
や
反
逆
行
為
に

対
し
て
死
刑
で
臨
む
事
は
、
諸
寺
で
史
料
上
所
見
が
あ
り
（
�
�

�
�


）、
今
の
と
こ
ろ
一
般
的
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

以
上
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
律
家
が
当
時
一
般
予
防
と
し
て
最

大
級
に
効
果
的
で
あ
っ
た
は
ず
の
死
刑
の
不
科
を
決
断
し
た
事
は
、

相
当
果
敢
な
政
治
的
決
断
だ
っ
た
と
言
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
事

を
巡
っ
て
、
律
家
内
で
か
な
り
の
議
論
が
あ
っ
た
事
は
想
像
に
余

り
あ
る
。

次
に
武
装
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
祐
覚
な
る
山
門
僧
に
つ
い
て
、

『
太
平
記
』
は
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

�
�
Ｎ

『
太
平
記
（
89
）
』

山
徒
ノ
道
場
坊
助
注
記
祐
覚
ハ
、
元
ハ
法
勝
寺
ノ
律
僧
ニ
テ

有
シ
ガ
、
先
帝
船
上
ニ
御
座
ア
リ
シ
時
、
大
衣
ヲ
脱
デ
山
徒

ノ
貌
ニ
替
ヘ
、
弓
箭
ニ
携
テ
一
時
ノ
栄
華
ヲ
開
ケ
リ
。

「
大
衣
」
は
律
僧
を
象
徴
す
る
服
装
で
あ
る
（
90
）
。
こ
こ
で
は
、
律
僧

か
ら
山
徒
つ
ま
り
白
衣
僧
へ
転
身
し
、
武
装
し
た
事
が
わ
か
る
。

ま
た
、
元
弘
の
内
乱
に
際
し
、
幕
府
軍
の
官
軍
に
対
す
る
降
参
を

『
太
平
記
』
は
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

�
�
Ｏ

『
太
平
記
（
91
）
』

京
洛
已
ニ
静
マ
リ
ヌ
ト
イ
ヘ
共
、
金
剛
山
ヨ
リ
引
返
シ
タ
ル

平
氏
共
、
猶
南
都
ニ
留
テ
、
帝
都
ヲ
責
ン
ト
ス
ル
由
聞
ヘ
有

ケ
レ
バ
、
中
院
中
将
定
平
ヲ
大
将
ト
シ
テ
、
五
万
余
騎
、
大

和
路
ヘ
被
�差
向
�。（
中
略
）
南
都
ニ
引
籠
ル
平
氏
ノ
軍
兵

（
中
略
）
今
ハ
何
ニ
憑
ヲ
懸
テ
カ
命
ヲ
可
�惜
ナ
レ
バ
、
各
打

死
シ
テ
名
ヲ
後
代
ニ
コ
ソ
残
ス
ベ
カ
リ
ケ
ル
ニ
、（
中
略
）

関
東
権
勢
ノ
侍
五
十
余
人
、
般
若
寺
ニ
シ
テ
各
入
道
出
家
シ

テ
、
律�

僧�

ノ�

形�

ニ�

成�

リ�

、
三
衣
ヲ
肩
ニ
懸
、
一
鉢
ヲ
手
ニ
提

テ
、
降�

人�

ニ�

成�

テ�

ゾ�

出
タ
リ
ケ
ル
。

こ
れ
が
史
実
で
あ
る
か
ど
う
か
は
今
は
問
題
で
は
な
い
。
身
分
を

律
僧
に
変
え
て
降
参
す
る
と
い
う
慣
習
が
あ
っ
た
事
が
確
認
で
き

れ
ば
良
い
。
般
若
寺
は
、
大
和
国
に
所
在
し
、
西
大
寺
系
の
律
院

で
あ
る
（
92
）
。
律
僧
の
姿
に
な
っ
て
降
参
し
た
と
い
う
の
は
、
律
僧
が

戦
闘
行
為
を
行
わ
な
い
と
い
う
社
会
的
通
念
が
存
在
し
た
た
め
と

考
え
て
良
い
の
で
は
な
い
か
。
ま
と
め
る
と
、
前
者
史
料
で
は
、

戦
闘
行
為
を
行
う
た
め
に
律
僧
か
ら
白
衣
僧
に
身
分
を
変
え
、
後

者
で
は
（
白
衣
僧
で
は
な
い
が
）
戦
闘
行
為
を
行
わ
な
い
事
を
外

部
に
示
す
た
め
に
、
律
僧
に
変
じ
て
い
る
。
二
史
料
を
合
理
的
に

解
釈
す
る
な
ら
ば
、
武
装
・
武
力
行
使
と
い
う
観
点
か
ら
見
る
と
、

史

学

第
八
六
巻

第
一
・
二
号

八
（

八

）



両
僧
に
は
厳
然
と
し
た
差
異
が
存
在
し
た
ら
し
く
、
白
衣
僧
が
武

装
を
厭
わ
ず
戦
闘
行
為
に
参
加
し
得
る
存
在
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、

律
僧
は
武
力
を
保
有
せ
ず
戦
闘
行
為
に
参
加
せ
ず
、
か
つ
そ
う
あ

る
べ
き
存
在
と
自
認
し
ま
た
社
会
一
般
に
そ
う
期
待
さ
れ
て
い
た

ら
し
い
と
い
う
事
で
あ
る
（
93
）
。
こ
の
点
は
、
既
述
の
如
き
西
大
寺
に

お
い
て
も
、
ま
た
大
和
国
の
諸
寺
院
に
お
い
て
も
変
わ
ら
な
い
と

し
て
良
い
の
で
は
な
い
か
。
も
う
一
つ
補
足
的
に
史
料
を
挙
げ
た

い
。
建
武
二
年
（
一
三
三
五
）、
金
剛
峰
寺
衆
徒
等
が
文
観
房
弘

真
を
弾
劾
し
た
奏
状
で
あ
る
（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
七
七
巻
八
四
九

頁
下
段
、
以
下
◯大
七
七
―
八
四
九
下
な
ど
と
略
す
）。

�
�
Ｐ

『
宝
鏡
鈔
』
所
収
金
剛
峰
寺
衆
徒
等
奏
状

金
剛
峰
寺
衆
徒
等
、
誠
惶
誠
恐
謹
言
。
請
�被
�特
蒙
�天
裁
�

停
止
�、
東
寺〔
勧
〕
勅
進
聖
（
弘
真
）

文
観
法
師
、
猥
補
�長
者
�、
恣
掌
�宗

務
�状
。（
中
略
）
倩
見
�文
観
形
儀
�、
頗
非
�直
也
事
�。
在�

�

律�

家�

�破�

戒�

無�

慚�

也
。
入
�真
言
�犯
�三
昧
耶
�。
非
�〔
聖
ヵ
〕

正
道
�

非
�遁
世
�、
既
是
二
途
不
摂
之
族
也
。
好�

�武�

勇�

�好�

�兵�

具�

�、

争
昇
�一
阿
闍
梨
位
�乎
。（
中
略
）
望
請
天
裁
、
被
�早
停
―�

止
文
観
東
寺
之
一
長
者
、
并
当
山
座
主
職
�者
、
仏
家
繁
栄
、

遠
添
�龍
花
樹
春
色
�、
王
化
照
明
、
遥
続
�星
宿
劫
之
�
光
�矣
。

不
�〔
耐
〕


�懇
款
之
至
�、
衆
徒
等
誠
惶
誠
恐
謹
言
。

建
武
二
年
五
月
日

金
剛
峰
寺
衆
徒
等
上

金
剛
峰
寺
衆
徒
等
の
批
判
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。
文
観
の
東
寺

一
長
者
在
任
の
不
適
当
を
述
べ
る
に
当
た
り
、
律
僧
（「
遁
世
」）

と
し
て
の
点
か
ら
は
、「
異
門
」
で
あ
り
ま
た
「
破
戒
無
慚
」
で
あ

り
、
真
言
宗
僧
と
し
て
の
点
か
ら
は
、「
三
昧
耶
」（
戒
？
）
を
犯

し
て
い
る
と
い
う
事
で
あ
る
。
文
観
の
「
好
�武
勇
�好
�兵
具
�」

の
姿
勢
は
、
一
見
す
れ
ば
一
長
者
不
適
当
の
理
由
に
当
た
る
が
、

逆
に
一
長
者
で
な
い
「
真
言
」
宗
僧
、
延
い
て
は
「〔
聖
ヵ
〕

正
道
」
僧
�

白
衣
僧
で
あ
れ
ば
か
よ
う
な
姿
勢
も
認
め
ら
れ
る
可
能
性
が
含
ま

れ
て
い
る
事
に
も
な
ろ
う
。
ま
た
同
時
に
前
後
の
文
脈
を
考
え
る

と
、
律
僧
と
し
て
か
く
振
る
舞
う
事
に
対
す
る
批
判
で
も
あ
る
ま

い
か
。
と
す
れ
ば
、
逆
に
「
律
家
」
は
、（
西
大
寺
律
家
に
限
ら

ず
）「
破
戒
」
せ
ず
│
│
こ
の
事
は
次
節
で
も
関
係
す
る
が
│
│

「
好
�武
勇
�好
�兵
具
�」
む
べ
き
で
な
い
と
い
う
論
理
も
こ
こ
に

認
め
る
事
は
可
能
だ
ろ
う
。

二
―
二

刑
罰
の
様
態
と
宗
教
的
価
値
観
と
の
関
係

西
大
寺
律
家
お
よ
び
そ
の
一
門
を
特
徴
付
け
る
宗
教
的
価
値
観

と
し
て
ま
ず
挙
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
が
、
戒
律
観
、
す
な
わ
ち
戒
律

護
持
の
姿
勢
で
あ
る
事
は
大
方
の
認
め
る
所
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、

前
節
ま
で
で
明
ら
か
に
し
て
き
た
い
わ
ば
外
面
的
な
刑
罰
の
様
態

の
違
い
の
、
内
面
的
な
宗
教
的
価
値
観
に
よ
る
説
明
は
、
戒
律
観

西
大
寺
律
家
の
刑
罰
（
下
）

九
（

九

）



表
１

寺
院
裁
定
な
い
し
判
決
の
死
刑
の
事
例
お
よ
び
寺
法
（
稿
）

年
・
月

裁
定
者

犯

罪

受
刑
者

処
断
内
容

典

拠

備
考
・
刊
本
等

�

寿

永

三
・
四

興
福
寺

「
行
隆
子
禅
師
中
納
言

君
」
を
「
殺
害
」

義
春
房
興
敏
、
下

法
師
二
人

「
午
時
大
垣
廻
三
度
」「
袴

カ
ヽ

せ
天
、
高
手
小
手
縛
天
廻
」。

「
送
野
頸
切
」。

『
中
臣
祐
重
記
』
寿
永

三
年
（
元
暦
元
年
）
四

月
二
〇
日
条

春
日
社
記
録
日

記
一

�

承

久

元
・
閏

三

法
隆
寺

仏
像
盗
人

慶
順
・
聖
蓮
・
秦

藤
次
盗
人
三
人

頸
切
畢

『
法
隆
寺
別
当
次
第
』

範
円
法
印

続
群
書
類
従
四

下

�

寛

喜

二
・
一

〇

東
大
寺
の

可
能
性
大

焼
開
東
大
寺
勅
封
倉

中
間
、
盗
取
宝
物

「
顕
識
ト
申
僧
」。

「
同
舎
弟
法
師
」。

「
東
大
寺
古
寺
僧

円
詮
」。

於
佐
保
山
斬
頸
、
懸
首
於
奈

良
坂
畢

『
東
大
寺
続
要
録
』
宝

蔵
編

筒
井
寛
秀
監
修

東
大
寺
続
要
録

�

弘

長

二
・
四

興
福
寺
衆

徒

「
正
預
能
継
社
頭
之
宿

所
」
で
「
女
犯
」

「
真
得
法
師
」
お

よ
び
女
か

大
垣
ヲ
廻
テ
北
山
ヘ
追
放
了
、

主
人
雑
仕
女
ニ
被
懸
テ
被
行

清
祓

『
春
日
清
祓
記
』
弘
長

二
年
四
月
二
四
日
条

死
刑
の
可
能
性

大
。
東
史
影
写

本
。

�

文

永

六
・
五

興
福
寺
ヵ

鹿
殺

四
人

カ
サ
カ
ノ
ニ
テ
、
ク
ヒ
切
之

『
中
臣
祐
賢
記
』
文
永

六
年
五
月
一
九
日
条

春
日
社
記
録
日

記
二




延

慶

三
・
一

二

法
隆
寺

蓮
城
院
へ
強
盗
入
テ
物

ヲ
取

斉
園
寺
初
石
八
郎

於
極
楽
寺
頸
切
了
、
頸
ヲ
ハ

国
府
後
ノ
乞
食
ニ
カ
ケ
サ
セ

テ
三
ヶ
日
同
守
畢

『
嘉
元
記
』
延
慶
三
年

七
月
五
日
条

註（
７４
）

�

建

武

五
・
閏

七

法
隆
寺

多
部
浄
智
房
屋
強
盗
入
、

則
浄
智
房
ヲ
令
殺
害
了

下
長
ノ
馬
場
二
郎

頸
切
畢

『
嘉
元
記
』
建
武
五
年

閏
七
月
二
八
日
条

註（
７４
）

史

学

第
八
六
巻

第
一
・
二
号

一
〇
（
一
〇
）



�

暦

応

二
・
四

法
隆
寺

天
童
米
之
蔵
へ
盗
人

徳
丸

頸
切
畢

『
嘉
元
記
』
暦
応
二
年

三
月
二
六
日
条

註（
７４
）

�

貞

和

五
・
一

二

近
江
観
音

護
国
寺

「
殺
害
、
盗
賊
、
放
火
」。

「
内
通
、
与
同
」。

於
死
罪
者
、
非
僧
家
之〔
態
〕
熊
者
、

須
召
渡
荘
家
也

大
原
観
音
寺
文
書

寺
法
。
中
世
法

制
史
料
集
寺
社

法
八
五
。

�

正

平

一
〇
・

三

出
雲
鰐
淵

寺

「
殺
害
児
童
、
師
匠
、

主
人
下
輩
、
殺
上
方
同

前
」。「
拘
寺
庫
之
仏
物
、

盗
常
住
之
聖
財
者
」。

（
上
段
参
照
）

於
寺
中
、
可
行
死
罪

「
鰐
淵
寺
大
衆
条
々
連

署
起
請
文
」

寺
法
。
中
世
法

制
史
料
集
寺
社

法
九
〇
。

�

延

文

二
・
一

一

法
隆
寺

北
室
盗
人
入
テ
僧
坊
ノ

物
取
了

岡
本
ノ
熊
鶴
丸

頸
切
了

『
嘉
元
記
』
延
文
二
年

一
一
月
一
八
日
条

註（
７４
）

�

永

享

一
一
・

四

高
野
山
金

剛
峰
寺
五

番
衆

１「
於
自
他
之
被
官
人

等
、
自
然
依
喧
嘩
闘
諍

致
殺
害
」。

２「
敵
人
為
遁
自
身
之

罪
科
、
令
逐
電
」。

１「
不
及
理
非
之
糾
明
、
為

主
々
之
沙
汰
、
令
誅
戮
」
べ

し
。

２「
為
此
衆
中
可
行
死
罪
」。

高
野
山
文
書
宝
簡
集
三

十
七
、
金
剛
峰
寺
五
番

衆
契
状
案

寺
法
。
大
日
本

古
文
書
高
野
山

文
書
之
一
―
四

四
三
。

�

文

明

五
・
五

興
福
寺
衆

中

神
鹿
殺
害

三
人

切
之

『
尋
尊
大
僧
正
記
』
文

明
五
年
五
月
二
〇
日
条

続
史
料
大
成

	

文

明

一
〇
・

四

大
乗
院
ヵ
、

興
福
寺
ヵ

盗
人

「
二
人
」。「
一
人

ハ
去
年
田
楽
殺
害

人
」。

「
断
頭
」。「
一
人
ハ
侍
分
」

故
に
「
於
別
所
切
之
」。

『
尋
尊
大
僧
正
記
』
文

明
一
〇
年
四
月
一
四
日

条

続
史
料
大
成

西
大
寺
律
家
の
刑
罰
（
下
）

一
一
（
一
一
）



�

文

亀

元
・
四

興
福
寺

刃
傷
鹿

山
城
狛
者

「
盗
人
」
の
如
く
「
断
頭
」

『
尋
尊
大
僧
正
記
』
文

亀
元
年
四
月
二
日
条

続
史
料
大
成

�

享

禄

四
・
五

法
隆
寺

盗
人

箸
尾
方
之
家
来
新

五
郎

断
頭
サ
せ
畢

『
衆
分
成
敗
引
付
』
享

禄
四
年
五
月
四
日
条

林
幹
弥
『
太
子

信
仰
の
研
究
』

�

天

文

八
・
二

法
隆
寺

「
宝
蔵
院
与
知
足
坊
之

藪
垣
破
、
白
昼
忍
入
」

「
盗
人
」

古
市
鹿
野
薗
ノ
住

人
、
名
ヲ
ハ
小
入

ト
申
ス
者

断
頭
了

『
衆
分
成
敗
引
付
』
天

文
八
年
二
月
二
四
日
条

�
に
同
じ
。

�

天

文

一
〇
・

一
一

法
隆
寺

「
辻
切
」「
放
火
増
倍
」

等
の
「
悪
行
前
代
未

聞
」

三
経
院
承
仕
観
乗

法
師
、
法
起
院
小

者
春
森
丸

断
頭

『
衆
分
成
敗
引
付
』
天

文
一
〇
年
一
一
月
一
二

日
条

�
に
同
じ
。

�

天

文

一
三
・

一
二

粉
河
寺
惣

分
談
合

博
奕

１「
寺
僧
」。

２「
宿
」。

１「
可
及
生
害
」。

２「
可
為
同
罪
」。

王
子
神
社
文
書

寺
法
。
中
世
法

制
史
料
集
寺
社

法
一
八
四
。

�

天

文

二
〇

興
福
寺

ソ
ラ
ツ
ブ
テ
打
テ
鹿
ヲ
打
死

十
歳
計
ノ
女

大
垣
ヲ
廻
シ
断
頭

『
興
福
寺
略
年
代
記
』

天
文
二
〇
年
条

続
群
書
類
従
二

九
下
雑
部

�

天

文

二
〇
か

二
一
・

一
二

薬
師
寺

盗
、
放
火

藤
井
男

断
頭

『
中
下
臈
検
断
之
引

付
』
天
文
二
〇
年
〜
二

一
年
条

奈
良
文
化
財
研

究
所
学
報
第
二

二
冊
『
研
究
論

集
』

�

永

禄

四
・
六

法
隆
寺

国
符
後
左
近
次
郎
カ
家

へ
入
盗
人

「
カ
ラ
メ
取
両
三

人
」
の
「
其
内
本

人
一
人
」

断
頭

『
衆
分
成
敗
引
付
』
永

禄
四
年
六
月
二
〇
日
条

�
に
同
じ
。

史
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を
糸
口
に
し
て
考
察
す
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
刑
罰
様
態
と

戒
律
観
と
の
関
係
如
何
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
叡

尊
没
後
、
一
門
の
戒
律
観
は
微
妙
に
変
化
し
た
よ
う
で
あ
る
が
（
94
）
、

こ
れ
を
十
分
に
吟
味
す
る
能
力
に
欠
け
る
た
め
、
専
ら
叡
尊
在
世

時
の
戒
律
観
を
以
っ
て
規
式
当
時
に
つ
い
て
考
察
す
る
事
と
な
る
。

そ
し
て
、
一
口
に
戒
律
護
持
と
い
っ
て
も
そ
の
内
実
は
全
然
一
で

は
な
い
。
戒
律
を
声
聞
戒
（
小
乗
戒
）
か
菩
薩
戒
（
大
乗
戒
）
と

す
る
か
で
、
護
持
の
行
為
内
容
、
犯
戒
の
成
立
要
件
、
犯
戒
時
の

懺
悔
・
制
裁
が
大
き
く
相
違
す
る
か
ら
で
あ
る
。

律
家
の
場
合
、
声
聞
戒
を
仏
道
修
行
の
根
本
と
し
て
捉
え
て
い

た
事
は
、
当
時
疑
い
の
無
く
特
異
的
な
点
で
あ
る
。
一
般
に
、
大

乗
仏
教
や
菩
薩
行
の
立
場
か
ら
言
え
ば
、
声
聞
戒
は
小
乗
的
で
あ

る
と
し
て
日
本
伝
来
以
前
よ
り
し
ば
し
ば
非
難
の
対
象
に
も
な
っ

て
き
た
。
し
か
し
、
彼
ら
は
小
乗
的
か
、
あ
る
い
は
彼
ら
は
そ
う

指
向
し
て
い
た
か
、
と
言
え
ば
決
し
て
そ
う
で
は
な
く
、
む
し
ろ

逆
で
こ
そ
あ
る
。
ま
ず
何
よ
り
、
覚
盛
の
創
出
に
始
ま
り
、
叡
尊

一
門
に
も
選
択
的
に
で
は
あ
る
が
大
略
受
容
さ
れ
る
所
の
「
通

受
」
受
戒
儀
は
、
時
代
に
よ
り
変
遷
は
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
羯
磨

文
は
『
瑜
伽
師
地
論
』
の
三
聚
浄
戒
授
受
の
際
の
も
の
（
◯大
七
四

―
五
五
下
）
か
ら
取
り
、
説
相
は
『
梵
網
経
』
所
説
十
重
四
十
八

軽
戒
を
取
り
、
そ
れ
で
い
て
戒
相
は
梵
網
戒
だ
け
で
な
く
律
蔵
所

説
具
足
戒
も
で
あ
り
、「
菩
薩
�
蒭
」（
◯大
七
四
―
六
二
上
）
の
成
立

が
な
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
（
95
）
。
ま
た
叡
尊
は
、『
興
正
菩
薩
御
教

誡
聴
聞
集
』
に
お
い
て
弟
子
に
対
す
る
訓
戒
の
中
で
「
瑜
伽
七
十




永

禄

八
・
一

二

東
福
寺

「
盗
賊
」。「
附
、
火
付
、

殺
害
人
」。

死
刑
（「
太
刀
者
、
自
失
却

之
主
可
出
之
」）

東
福
寺
文
書

寺
法
。「
太
刀
」

と
は
死
刑
執
行

人
が
使
う
。
中

世
法
制
史
料
集

寺
社
法
二
〇
二

�

天

正

五
・
四

興
福
寺

鹿
殺

一
ノ
坂
ノ
タ
ク
ラ

ト
云
物

「
大
垣
廻
テ
」、「
断
頭
」

『
多
聞
院
日
記
』
天
正

五
年
四
月
二
一
日
条

続
史
料
大
成

�

��

�
�
�
�
�
	

�

�
�


�
�
�
�
��

�
�
�
�
�
��

西
大
寺
律
家
の
刑
罰
（
下
）

一
三
（
一
三
）



五
云
（
中
略
）
若
不
ハレ
具
�摂
律
儀
戒
�、
不
�能
�具
�スル
�
余
二〔
ヲ
〕

□

（
摂
善
・
饒
益
戒
）

�
。

具
�スレ
ハ
摂
律
儀
戒
�ヲ
、
即
余
ノ
二
ハ
依
�之
具
ス
云
々
。
取
意
。
而
ヲ

世
人
不
��
知
、
律
ハ
小
乗
戒
ナ
リ
ト
下
�
、
不
�学
�之
ヲ
」、
或
い
は

「
大
〔
利
脱
ヵ
〕

乗
ハ

〔
他
〕
□
ヲ
本
ト
ス
。
而
無
�レ
ハ
律
儀
�、
摂
善
・
饒
益
無
故
ニ
、

我
カ
本
意
専
�ル
利
他
�ヲ
故
、
律
儀
ヲ
タ
ヽ
シ
ク
ス
ル
ナ
リ
」（
訓
点

等
原
文
マ
マ
）、
と
言
う
（
96
）
。
依
然
と
し
て
当
時
声
聞
戒
を
小
乗
的

と
す
る
認
識
が
律
家
内
部
で
も
あ
っ
た
事
が
窺
が
わ
れ
る
と
共
に
、

彼
ら
の
本
来
的
な
目
的
で
あ
っ
た
所
の
大
乗
行
の
根
本
的
な
前
提

と
し
て
、
ま
た
そ
の
手
段
と
し
て
声
聞
戒
護
持
を
重
視
し
た
の
だ

っ
た
。
そ
も
そ
も
叡
尊
自
身
の
、
当
初
「
修
学
密
教
」
の
「
稽
古

随
分
不
�休
、
修
行
経
日
不
�怠
」
の
状
況
か
ら
文
暦
元
年
（
一
二

三
四
）
に
三
十
代
に
な
っ
て
よ
う
や
く
「
受
学
戒
律
」
を
志
し
た

の
は
、
空
海
の
所
謂
「
弘
仁
の
遺
誡
」
な
ど
を
拠
り
所
と
し
て

（「
趣
―�向
仏
道
�非
�戒
寧
到
。
必
須
顕
密
二
戒
堅
固
受
持
清
浄
莫

�犯
」）、
密
教
修
行
・
修
法
を
戒
律
護
持
に
よ
っ
て
効
験
あ
ら
し

め
よ
う
と
す
る
意
識
故
で
あ
る
（
97
）
。
か
か
る
態
度
を
上
田
霊
城
は

「
律
密
不
離
」
と
表
現
す
る
。
実
際
、
西
大
寺
お
よ
び
一
門
最
大

に
し
て
最
重
要
の
法
会
光
明
真
言
会
は
密
教
法
会
で
あ
り
、
他
に

も
密
教
法
会
は
少
な
く
な
い
（
98
）
。
ま
た
、
叡
尊
の
時
代
に
は
、
西
大

寺
系
律
家
で
は
毎
月
一
四
日
・
三
〇
日
が
梵
網
戒
の
、
一
五
日
・

二
九
日
が
『
四
分
律
』
の
布
薩
日
で
あ
っ
た
ら
し
く
（
小
月
は
二

九
日
に
両
布
薩
（
99
）
）、
片
方
を
重
視
な
い
し
軽
視
す
る
姿
勢
で
は
な

い
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
よ
り
彼
ら
の
依
学
経
典
か
ら
、
以
後

声
聞
戒
を
『
四
分
律
』
所
説
に
、
菩
薩
戒
を
『
梵
網
経
』
所
説
に

対
応
さ
せ
て
論
を
進
め
る
事
と
す
る
（
100
）
。

そ
し
て
、
声
聞
・
菩
薩
両
戒
を
一
見
し
て
わ
か
る
よ
う
に
、
両

者
を
同
時
に
護
持
す
る
事
は
実
質
的
に
不
可
能
で
あ
る
。
前
者
は

本
来
的
に
は
僧
伽
の
維
持
に
重
点
が
置
か
れ
る
、
す
な
わ
ち
集
団

内
部
的
な
行
為
規
範
で
あ
り
、
後
者
は
利
益
衆
生
と
い
う
菩
薩
行

を
指
向
す
る
、
つ
ま
り
集
団
外
部
的
な
行
為
規
範
で
あ
り
、
両
者

の
差
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
同
じ
禁
止
行
為
で
も
、

犯
戒
の
成
立
要
件
が
両
戒
で
異
な
る
。
す
な
わ
ち
、
盗
み
に
関
し

て
は
、
声
聞
戒
で
は
ほ
ぼ
い
か
な
る
場
合
に
も
禁
止
さ
れ
て
い
る

が
、
梵
網
戒
で
は
「
不
�得
�故�

盗
�」
と
な
っ
て
お
り
（
◯大
二
四

―
一
〇
〇
四
中
）、
原
則
禁
止
で
は
あ
る
が
菩
薩
行
に
違
わ
な
い

場
合
に
は
例
外
と
し
て
非
犯
戒
と
判
断
さ
れ
る
解
釈
が
あ
る
。
例

え
ば
、
義
寂
（
新
羅
僧
）『
菩
薩
戒
本
疏
』
は
『
瑜
伽
論
』
の
性

罪
一
向
不
共
戒
（
◯大
三
〇
―
五
一
七
中
（
101
）
）
を
引
き
、
他
人
が
盗
難

被
害
に
遭
っ
た
り
僧
伽
物
を
奪
わ
れ
た
り
し
た
際
、
こ
れ
を
奪
い

返
す
事
を
非
犯
戒
で
「
生
�多
功
徳
�」
と
す
る
（
◯大
四
〇
―
六
六

五
上
）。

以
上
を
踏
ま
え
つ
つ
規
式
制
定
の
姿
勢
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。

史
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こ
の
刑
事
法
は
、
寺
僧
・
行
者
・
浄
人
・
郷
民
等
、
寺
内
構
成

員
や
西
大
寺
領
（「
四
至
内
」）
居
住
者
の
犯
罪
に
対
し
て
、
治
安

維
持
権
能
者
と
し
て
の
律
家
が
そ
の
処
断
方
法
と
罪
刑
関
係
の
目

安
の
た
め
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
統
治
者
が
自
ら

の
統
治
の
た
め
に
作
成
し
た
法
で
あ
る
か
ら
、
当
然
に
強
力
な
拘

束
力
は
な
い
。
明
徳
元
年
に
追
加
法
の
作
成
に
及
び
殺
人
罪
の
刑

罰
が
変
更
さ
れ
た
事
（
史
料
Ａ
）、
定
賢
房
殺
害
事
件
（
応
安
四

年
）
で
は
規
式
の
規
定
が
遵
守
さ
れ
て
い
な
い
事
（
註（
６９
）参

照
）
が
、
こ
れ
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
後
の
律
家
に
は
、
作
成

当
時
の
律
家
の
法
系
に
連
な
る
が
故
の
、
従
っ
て
統
治
権
の
継
承

者
た
る
が
故
の
、
法
の
遵
守
意
識
は
あ
っ
た
と
し
て
良
い
だ
ろ
う
。

ま
た
、
統
治
者
自
身
の
法
だ
か
ら
当
然
で
は
あ
る
が
、
律
家
自
身

（
比
丘
・
沙
弥
）
の
犯
罪
に
対
す
る
刑
罰
は
全
然
規
定
さ
れ
て
い

な
い
。

規
式
後
半
部
分
の
傍
線
部
ア
〜
ウ
は
、
律
家
の
刑
罰
権
の
変
遷

と
正
統
性
を
述
べ
た
部
分
で
あ
る
の
に
対
し
、
そ
れ
以
降
は
規
式

作
成
の
理
由
に
当
た
る
部
分
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
「
検
断
」
時
の

「
難
義
」
打
開
の
た
め
の
、
二
つ
の
理
由
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

後
者
の
理
由
の
「
退
待
�自
然
之
冥
罰
�者
、
狼
藉
弥
盛
也
」
と

は
、
具
体
的
に
は
二
説
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
既
述
の
通
り

（
一
章
）、
嫌
疑
の
か
か
る
勤
蔵
法
師
に
対
し
て
「
以
�起
請
文
�

可
�晴
申
�」
と
し
て
当
面
無
罪
の
決
定
を
行
っ
た
が
、
律
家
の

（
乙
）
の
姿
勢
を
認
め
る
と
す
れ
ば
、
明
確
な
証
拠
や
自
白
の
無

い
嫌
疑
者
に
対
し
て
は
、
か
か
る
処
置
が
な
さ
れ
、
も
し
虚
言
で

あ
れ
ば
起
請
文
違
反
に
伴
う
「
自
然
之
冥
罰
」
が
下
る
の
を
待
つ

と
い
う
の
が
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
嫌
疑
者
す
ら
い
な
い
場
合
に
は
、
呪
詛
な

る
別
の
捜
査
方
法
を
行
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
元
亨
四
年
（
一
三
二
四
）
の
金
剛
寺

（
河
内
国
）
の
寺
法
は
、
恐
ら
く
「
院
主
」
か
ら
「
一
山
寺
僧
」

に
対
し
て
の
命
令
だ
が
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

�
�
Ｑ

金
剛
寺
定
書
（
102
）

定
置
金
剛
寺
条
々
事

（
二
条
分
略
）

一
、
落
書
事
、
向
後
一
向
可
�停
―�止
之
�。

一
、
於
�寺
中
�、
殺
害
・
放
火
・
盗
犯
等
悪
行
出
来
時
、
若

其
躰
不
�露
顕
�者
、
一
山
寺
僧
老
若
令
�会
合
�、
企
�社
参
�、

於
�宝
前
�、
定
�日
限
�、
書
�厳�

重�

起�

請�

文�

�、
可
�呪�
―�咀�

之
�。

若
有
�他
行
輩
�者
、
帰
寺
時
、
如
�以
前
�同
可
�致
�其
沙

汰
�。
支
証
出
来
之
時
者
、
一
山
任
�実
正
�、
以
�起
請
文
�

可
�申
―�入

院
主
所
�。
其
時
以
�御
代
官
三
綱
并
御
使
等
�、

可
�被
�行
�所
当
罪
科
�者
也
。
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こ
れ
よ
り
、「
落
書
」
な
る
捜
査
手
法
の
存
在
、
お
よ
び
そ
れ
に

対
す
る
是
（
一
山
寺
僧
側
）
か
非
（
院
主
側
）
か
の
価
値
観
と
、

そ
の
代
替
と
し
て
の
「
起
請
文
」
に
よ
る
「
呪
咀
」
な
る
方
法
が

存
在
す
る
事
が
知
ら
れ
る
。
し
か
も
こ
の
「
呪
咀
」
は
、
恐
ら
く

こ
れ
で
処
罰
が
完
結
す
る
の
で
な
く
、
文
脈
か
ら
し
て
「
支
証
出

来
」
お
よ
び
「
所
当
罪
科
」
の
た
め
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を

参
考
と
す
れ
ば
、
文
和
の
相
論
で
、
既
述
だ
が
次
郎
入
道
に
草
履

盗
取
の
嫌
疑
が
か
か
り
当
座
で
は
許
さ
れ
た
も
の
の
、
結
局
律
家

は
「
自
�兼
有
�其
聞
�上
、
且�

起�

請�

罰�

蒙�

歟�

由
」「
依
�有
�其
沙

汰
�」
っ
て
「
自
�僧
中
�令
�勘
当
�、
追
―�出
当
所
�了
」
な
る
刑
罰

を
行
っ
た
事
は
、
以
前
の
「
於
�当
寺
辺
�、
刈
麦
・
盗
薪
等
事

連
々
在
�之
」
で
あ
っ
た
「
文
和
三
年
五
月
比
」
に
呪
詛
を
行
っ

て
「
待
�自
然
之
冥
罰
�」
っ
て
い
た
結
果
の
も
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
両
説
い
ず
れ
に
し
て
も
、
犯
人
捜
査
に
「
退
」�
消
極
的
な

姿
勢
の
あ
る
事
に
は
変
わ
り
な
い
。
話
を
も
ど
し
、「
退
待
�自
然

之
冥
罰
�」
に
対
応
す
る
の
は
、「
無
名
入
文
事
似
�落
書
起
請
�。」
の

規
定
、
つ
ま
り
積
極
的
な
公
開
捜
査
の
規
定
で
は
あ
る
ま
い
か
。

「
落
書
起
請
者
、
嘉
元
二
年
雖
�被
�制
―�断
之
�、

元
亨
三
年
亦
被
�行
�之
。
開
制
可
�依
�時
者
也
」
と
あ
る
事
か
ら
は
、「
落

書
起
請
」�「
無
名
入
文
」
は
無
制
限
に
は
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
で

は
な
い
と
の
認
識
を
読
み
取
る
事
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
詳
細

な
「
無
名
入
文
」
の
過
程
が
規
定
さ
れ
て
い
る
事
か
ら
す
れ
ば
、

こ
れ
以
後
は
、「
待
�自
然
之
冥
罰
�」
ば
か
り
で
は
な
く
、
重
大

犯
罪
事
件
に
対
し
て
は
「
無
名
入
文
」
で
対
処
し
よ
う
と
い
う
意

思
を
汲
み
取
る
事
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

た
だ
し
後
者
の
理
由
だ
け
で
は
、
罪
刑
関
係
の
規
定
の
存
在
は

積
極
的
に
は
説
明
で
き
な
い
。
前
者
の
理
由
（「
進
及
�死
罪
・
流

刑
�者
、
似
�背
�戒
律
之
法
�」）
に
よ
っ
て
説
明
で
き
る
と
考
え

る
。
つ
ま
り
、
規
式
作
成
者
に
は
、「
案
�律
法
久�

住�

之
大
綱
�」

か
ら
も
わ
か
る
通
り
、
死
刑
・
流
刑
を
包
含
し
な
い
罪
刑
関
係
を

規
定
す
る
と
い
う
手
段
を
以
っ
て
後
代
の
律
家
を
（
既
述
一
五
頁

の
意
味
で
）
拘
束
し
、
死
刑
の
不
科
と
い
う
目
的
を
達
せ
ん
と
す

る
姿
勢
を
見
る
事
が
で
き
る
と
考
え
る
。
別
言
す
れ
ば
、
規
定
無

く
前
代
と
同
じ
く
先
例
な
ど
に
従
っ
た
り
、
寺
僧
側
か
ら
の
要
請

に
従
っ
て
刑
罰
裁
定
し
て
い
け
ば
無
制
限
に
酷
刑
�
死
刑
・
流
刑

に
至
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
可
能
性
を
、
こ
こ
で
除
去
し
よ
う
と

し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
是
と
す
れ
ば
、
規
式
規

定
の
刑
は
す
べ
て
「
背
�戒
律
之
法
�」
か
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い

た
と
い
う
事
が
で
き
る
だ
ろ
う
（
一
九
頁
再
考
）。
そ
し
て
、
清

水
克
行
の
研
究
に
依
れ
ば
、
流
刑
が
当
時
（
南
北
朝
・
室
町
期
）

死
刑
と
同
じ
よ
う
に
社
会
的
に
認
識
さ
れ
て
い
た
事
を
考
え
れ
ば
、

流
刑
の
不
科
も
全
く
同
じ
意
図
で
捉
え
て
よ
い
だ
ろ
う
（
103
）
。
以
下
本

稿
で
は
流
刑
を
死
刑
と
同
じ
も
の
と
し
て
扱
う
。
で
は
な
ぜ
死
刑

史
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が
か
よ
う
に
扱
わ
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
、
つ
ま
り
「
似

�背
�戒
律
之
法
�」
と
は
い
か
な
る
意
味
な
の
か
詳
細
に
見
て
い

く
事
に
し
よ
う
。

と
こ
ろ
で
本
来
「
戒
」
と
「
律
」
の
意
味
す
る
所
は
別
で
あ
り
、

所
謂
菩
薩
戒
一
般
に
は
律
的
要
素
は
薄
い
の
だ
が
、
中
国
仏
教
以

来
両
者
は
時
に
混
同
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
（
104
）
。
当
該
期
に
「
戒

律
」
な
る
言
葉
は
、
声
聞
戒
、
菩
薩
戒
、
両
戒
な
ど
様
々
な
意
味

で
用
い
ら
れ
て
い
る
か
ら
（
105
）
、「
背
�戒
律
之
法
�」
に
対
し
て
は
如

何
に
両
戒
に
違
反
し
て
い
る
か
が
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

死
刑
は
、
殺
人
の
意
図
が
あ
り
、
人
に
命
令
し
て
犯
人
を
な
ん

ら
か
の
手
段
で
殺
さ
せ
る
か
ら
、
声
聞
戒
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
明

ら
か
に
四
波
羅
夷
法
第
三
の
殺
戒
が
犯
さ
れ
、
自
身
で
波
羅
夷
罪

を
犯
し
僧
伽
永
久
追
放
さ
れ
る
事
と
な
る
。
普
通
刑
罰
判
決
は
律

家
評
定
で
な
さ
れ
る
か
ら
、
全
員
が
波
羅
夷
罪
を
犯
す
事
と
な
り
、

比
丘
と
い
う
性
質
が
否
定
さ
れ
（
106
）
、
律
家
と
い
う
集
団
の
存
在
自
体

が
自
己
矛
盾
に
陥
っ
て
し
ま
う
事
と
な
る
（
107
）
。
菩
薩
戒
の
立
場
か
ら

見
た
と
し
て
も
、
や
は
り
表�

面�

的�

に�

は�

十
重
禁
戒
第
一
の
殺
戒
が

犯
さ
れ
て
し
ま
う
。
こ
れ
故
に
「
背
�戒
律
之
法
�」
わ
け
で
あ
る
。

で
は
何
故
に
「
似�

�背
�戒
律
之
法
�」
な
の
か
。
確
定
的
に
は
犯

戒
と
は
な
ら
な
い
事
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
恐
ら
く

こ
れ
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
菩
薩
戒
を
犯
す
事
に
は
な
ら
な
い
と

い
う
事
で
あ
る
と
思
う
（
108
）
。
梵
網
戒
の
殺
戒
は
「
一
切
有
�命
者
、

不
�得
�故�

殺
�」
と
い
う
（
◯大
二
四
―
一
〇
〇
四
中
）。
持
戒
の
者

は
菩
薩
で
あ
る
。
従
っ
て
、
菩
薩
の
行
為
に
も
し
十
分
な
理
由
が

あ
れ
ば
殺
害
も
許
さ
れ
る
と
し
て
、
法
蔵
（
唐
六
四
三
―
七
一

二
）
の
注
釈
書
『
梵
網
経
菩
薩
戒
本
本
疏
』
は
、
以
下
の
『
瑜
伽

師
地
論
』
巻
四
一
の
性
罪
一
向
不
共
戒
の
一
文
を
引
き
、
例
外
と

し
て
殺
害
し
て
も
犯
戒
に
な
ら
な
い
ば
か
り
か
「
生
�多
功
徳
�」

と
す
る
（
◯大
四
〇
―
六
一
三
上
）。

�
�
Ｒ

『
瑜
伽
師
地
論
』
巻
四
一
（
◯大
三
〇
―
五
一
七
中
）

如
菩
薩
見
�劫
盗
賊
為
�貪
�財
故
欲
�殺
�多
生
�、
或
復
欲

�害
�大
徳
声
聞
・
独
覚
・
菩
薩
�、
或
復
欲
��造
�多
無
間
業
�、

見
�是
事
�已
発
心
思
惟
。「
我
若
断
�彼
悪
衆
生
命
�、
墮
�那

落
迦
�。
如
其
不
�断
、
無
間
業
成
当
�受
�大
苦
�。
我
寧
殺
�彼

墮
�那
落
迦
�、
終
不
�令
�其
受
�無
間
苦
�。」
如
�是
菩
薩
意
楽

思
惟
、
於
�彼
衆
生
�或
以
�善
心
或
無
記
心
�、
知
�此
事
�已

為
�当
来
�故
深
生
�慚
愧
�、
以
�憐
愍
心
�而
断
�彼
命
�、
由
�

是
因
縁
�於�

�菩�

薩�

戒�

�無�

�所�

�違�

犯�

�生�

�多�

功�

徳�

�。

こ
れ
は
よ
く
知
ら
れ
た
よ
う
に
所
謂
「
一
殺
多
生
」
あ
る
い
は

「
利
益
殺
生
」
と
呼
ば
れ
る
論
理
で
あ
る
。
こ
の
論
理
に
よ
れ
ば
、

後
述
の
高
野
山
の
例
の
如
く
、
凶
悪
犯
罪
者
を
生
か
す
よ
り
も
死

刑
で
無
く
し
た
方
が
良
い
と
い
う
考
え
も
生
ま
れ
る
だ
ろ
う
。
か

西
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よ
う
な
論
理
が
存
在
し
な
が
ら
、
な
お
「
背
�戒
律
之
法
�」
と
し

て
死
刑
不
科
に
至
っ
た
理
由
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
二
つ
の
理
由

が
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
に
は
、
犯
戒
に
よ
る
制
裁
・
懺
悔
の
面
に

つ
い
て
他
律
家
と
の
比
較
の
上
で
考
え
る
と
、
凝
然
『
通
受
比
丘

懺
悔
両
寺
不
同
記
』
が
伝
え
る
所
に
依
れ
ば
、
覚
盛
ら
唐
招
提
寺

系
が
「
通
受
」
受
戒
後
は
い
か
な
る
犯
戒
の
罪
も
『
瑜
伽
論
』
を

根
拠
に
（
◯大
三
〇
―
五
二
一
上
）「
一
品
悪
作
」
つ
ま
り
一
番
軽

罪
の
突
吉
羅
罪
（
�
比
丘
一
人
前
で
ま
た
は
一
人
で
懺
悔
）
で
よ

し
と
す
る
一
方
（
但
し
「
別
受
」
受
戒
は
こ
の
限
り
で
な
い
）、

叡
尊
ら
西
大
寺
系
は
南
都
の
伝
統
的
な
声
聞
戒
重
視
の
姿
勢
か
ら

す
べ
て
律
蔵
に
従
う
べ
き
と
し
た
（
109
）
。
例
え
ば
殺
人
時
に
、
前
者
は

突
吉
羅
罪
と
な
る
が
、
後
者
は
波
羅
夷
罪
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で

あ
る
（
110
）
。
天
台
系
の
山
門
黒
谷
流
律
家
で
は
、
衣
鉢
・
行
事
・
作
法

は
律
蔵
の
規
定
に
負
い
な
が
ら
も
、
そ
も
そ
も
『
四
分
律
』
を
小

乗
的
と
し
て
退
け
、
梵
網
戒
を
以
っ
て
菩
薩
比
丘
戒
と
し
て
用
い

る
立
場
と
い
う
（
111
）
。
こ
れ
は
、
伝
統
的
な
天
台
教
学
の
立
場
に
あ
く

ま
で
も
従
っ
た
形
で
あ
ろ
う
。
以
上
に
よ
り
、
犯
戒
に
よ
る
制

裁
・
懺
悔
の
面
で
、
西
大
寺
律
家
は
、
律
僧
の
中
で
も
厳
し
い
姿

勢
を
有
し
て
い
た
事
が
指
摘
し
得
る
。
か
よ
う
な
姿
勢
は
、
か
か

る
死
刑
不
科
の
決
定
に
影
響
し
た
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
も
う
一

つ
に
は
、
律
家
の
所
依
注
釈
書
に
注
目
し
た
い
。
叡
尊
は
、『
梵

網
経
』
注
釈
書
と
し
て
、
他
な
ら
ぬ
太
賢
（
新
羅
、
生
没
年
不

詳
）
の
『
梵
網
経
古
迹
記
』
を
各
地
で
教
説
し
、
一
門
内
部
で
も

講
説
が
な
さ
れ
（
112
）
、
ま
た
自
身
で
も
そ
の
注
釈
書
『
梵
網
経
古
迹
記

下
科
文
輔
行
文
集
（
113
）
』
を
残
し
た
。
尤
も
、
自
ら
撰
し
た
注
釈
部
分

は
多
く
は
無
く
、
専
ら
他
経
典
を
引
用
し
て
『
梵
網
経
』
の
地
の

文
や
『
古
迹
記
』
注
釈
文
の
理
解
を
補
強
す
る
と
い
う
姿
勢
の
注

釈
書
で
あ
る
。『
古
迹
記
』
は
、
殺
戒
（「
快
意
殺
生
戒
」）
に
つ

い
て
、
先
の
法
蔵
の
解
釈
と
は
違
い
、「
有
説
」
と
し
て
先
の

『
瑜
伽
論
』（
Ｒ
）
を
引
用
し
一
説
あ
る
事
を
記
し
な
が
ら
も
、

「
今
解
、
不
�然
」
と
し
て
（
◯大
四
〇
―
七
〇
三
下
）、
菩
薩
行
を

理
由
と
し
た
殺
戒
の
限
定
的
非
犯
を
認
め
な
い
立
場
を
と
る
よ
う

に
見
え
る
。
叡
尊
の
『
科
文
輔
行
文
集
』
も
、
こ
れ
に
関
し
て
格

別
否
定
的
な
注
釈
を
行
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、

叡
尊
は
『
古
迹
記
』
所
説
を
す
べ
て
肯
定
し
て
い
た
わ
け
で
は
な

い
だ
ろ
う
け
れ
ど
、
十
重
禁
戒
が
梵
網
戒
の
重
要
な
要
素
で
あ
り

従
っ
て
そ
の
解
釈
も
同
様
な
事
、
殊
に
殺
戒
に
限
れ
ば
そ
の
一
番

目
で
あ
り
一
番
重
要
な
戒
で
あ
り
解
釈
も
重
要
と
思
わ
れ
る
事
、

所
謂
一
殺
多
生
を
認
め
る
か
否
か
は
無
視
し
得
ぬ
程
大
き
な
思
想

的
相
違
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
事
、
数
あ
る
『
梵
網
経
』
の
注
釈
書

の
中
で
も
『
古
迹
記
』
が
選
ば
れ
た
事
よ
り
推
し
て
、
一
定
程
度

の
宗
教
的
価
値
観
が
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
事
か
ら
す
れ

史
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ば
、『
古
迹
記
』
の
殺
戒
解
釈
と
、
叡
尊
の
同
戒
理
解
と
の
同
質

性
を
認
め
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
中
世
以
来
近
世
に
至
る
ま
で
、
律

家
の
在
家
信
者
た
る
近
仕
（
近
事
）・
近
住
の
菩
薩
戒
受
戒
で
は
、

『
古
迹
記
』
の
戒
名
で
以
っ
て
説
相
と
な
し
十
重
禁
戒
を
授
け
て

い
た
よ
う
だ
が
（
114
）
、
戒
名
自
体
、
戒
条
の
解
釈
と
無
関
係
で
は
な
い

事
を
踏
ま
え
れ
ば
、
叡
尊
以
後
も
注
釈
書
と
し
て
『
古
迹
記
』
重

視
の
姿
勢
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
律

家
の
、
叡
尊
以
来
の
伝
統
的
に
『
古
迹
記
』
を
重
要
視
す
る
立
場

が
、
一
殺
多
生
を
許
さ
ず
か
か
る
死
刑
不
科
の
決
定
を
な
さ
し
め

た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
以
上
ま
と
め
れ
ば
、「
似
�背
�戒
律
之

法
�」
と
は
、
死
刑
は
、
一
殺
多
生
の
論
理
か
ら
非
犯
戒
と
の
考

え
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
う
で
は
な
く
、
通
受
受
戒
儀
解

釈
の
点
か
ら
声
聞
戒
の
上
で
の
（
波
羅
夷
罪
の
）
犯
戒
と
み
な
さ

れ
、
お
よ
び
菩
薩
戒
解
釈
に
お
け
る
限
定
的
非
犯
戒
を
認
め
な
い

立
場
か
ら
も
不
適
当
で
あ
る
と
い
う
事
と
私
は
解
釈
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
か
よ
う
な
論
法
を
以
っ
て
す
る
と
、
他
の
刑

罰
も
犯
戒
の
疑
い
が
な
い
と
は
言
え
な
い
事
に
な
る
の
で
は
な
い

か
。
け
だ
し
、
こ
の
問
い
自
体
が
そ
も
そ
も
積
極
的
な
意
味
を
持

つ
の
か
と
い
う
疑
問
が
或
い
は
涌
く
か
も
し
れ
な
い
が
、
し
か
し

死
刑
・
流
刑
不
科
に
「
背
�戒
律
之
法
�」
と
い
う
理
由
付
け
を
行

っ
て
い
る
事
か
ら
す
れ
ば
、
既
述
の
如
く
他
の
犯
罪
に
つ
い
て
は

当
然
に
「
背
�戒
律
之
法
�」
か
な
い
と
の
認
識
が
律
家
に
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
十
分
に
検
討
の
価
値
は
あ
る
と
考

え
る
。
第
九
条
犯
他
妻
以
外
は
財
産
刑
を
含
む
が
、
そ
の
内
、

「
住
屋
」
の
「
焼
払
」
は
軽
戒
第
十
四
放
火
焼
戒
に
違
反
す
る
事

に
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
や
は
り
菩
薩
戒
の
殺
戒
と
同
じ
く
、

菩
薩
行
に
違
わ
な
い
場
合
は
こ
れ
が
許
さ
れ
る
と
い
う
論
理
で
以

っ
て
、
焼
却
刑
（
註（
５
）参
照
）
が
許
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

そ
の
内
実
は
、
一
般
予
防
の
効
果
を
生
ず
る
意
味
で
、
利
他
に
な

る
と
の
考
え
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、「
職
所
帯
」
は
、
多

く
の
場
合
経
済
的
利
益
を
生
み
出
す
物
権
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
ひ

と
ま
ず
考
慮
の
外
に
置
く
と
し
て
も
、
第
三
条
悪
口
并
打
擲
は
、

「
奪�

�住
屋
�」
と
な
っ
て
い
て
、
恐
ら
く
所
有
者
の
同
意
を
伴
わ

な
い
モ
ノ
の
所
有
権
の
移
動
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
大
小
乗
両
戒

共
に
盗
戒
違
反
に
該
当
す
る
だ
ろ
う
。
罰
金
刑
（「
過
料
」、
第
四

条
盗
犯
事
）
も
、
所
有
者
の
同
意
を
得
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
が
（
115
）
、

そ
う
で
な
け
れ
ば
盗
戒
違
反
に
該
当
す
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
こ
れ

も
、
同
様
の
理
由
で
菩
薩
戒
非
犯
戒
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ

う
。
こ
れ
ら
を
正
し
い
と
し
て
一
歩
進
ん
で
考
え
れ
ば
、
死
刑
の

不
科
は
、
菩�

薩�

戒�

に�

お�

い�

て�

他
の
戒
は
限
定
的
な
非
犯
戒
を
認
め

て
も
、
殺
戒
に
お
い
て
は
断
じ
て
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
戒
律
観

が
反
映
し
た
も
の
、
と
言
い
得
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

西
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で
は
、
規
式
規
定
以
外
の
犯
罪
に
対
し
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
一
般
に
政
治
権
力
体
に
と
っ
て
最
重
の
犯
罪
と
は
権
力

そ
の
も
の
に
対
す
る
反
逆
行
為
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
政
治
権

力
体
と
し
て
の
寺
院
な
い
し
神
社
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
ば
か
り
が

重
要
で
は
な
く
、
む
し
ろ
お
よ
そ
そ
の
信
仰
す
る
所
の
宗
教
的
価

値
（
観
）
に
対
す
る
精
神
的
な
い
し
物
質
的
・
人
的
な
否
定
・
奪

取
・
迫
害
行
為
こ
そ
が
最
重
の
犯
罪
と
な
り
、
そ
の
物
質
的
・
精

神
的
意
味
に
お
け
る
回
復
を
目
的
の
一
つ
と
し
て
刑
罰
が
行
わ
れ

る
と
し
て
よ
い
。
前
者
が
普
通
政
治
犯
と
呼
ば
れ
る
事
に
対
応
し

て
、
と
り
あ
え
ず
こ
れ
を
「
宗
教
犯
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
よ
う
。

こ
の
事
は
、
大
和
国
に
お
い
て
容
易
に
示
す
事
が
で
き
る
。
大
和

国
の
守
護
で
同
国
に
宗
教
的
・
政
治
的
影
響
力
を
持
つ
興
福
寺
に

と
っ
て
、「
三
ヶ
大
犯
」
と
し
て
神
鹿
、
児
童
、
講
衆
へ
の
侵
害

行
為
が
存
在
す
る
が
、
神
鹿
に
つ
い
て
は
宗
教
的
価
値
の
物
質
的

な
迫
害
行
為
で
あ
っ
て
、
相
当
刑
罰
は
い
ず
れ
も
死
刑
、
し
か
も

「
大
垣
廻
」
と
い
う
半
ば
公
開
の
処
刑
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
梟

首
」
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
一
般
予
防
の
性
格
が
極
め
て
濃
厚
な
刑

罰
で
あ
る
（
表
１
�
�
�
�
（
116
）

）。
こ
れ
は
、
そ
も
そ
も
政
治
権
力

の
前
提
条
件
と
し
て
必
然
的
に
宗
教
が
位
置
す
る
か
ら
と
い
う
他

な
い
。
律
家
に
お
い
て
も
、
規
式
規
定
に
は
あ
る
程
度
こ
の
事
は

妥
当
す
る
。
規
式
第
八
条
「
一
向
念
仏
衆
事
」
は
「
同
�殺
盗
�」

じ
く
最
重
犯
罪
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
正
に
彼
ら
の
宗
教
的

価
値
の
否
定
行
為
故
の
も
の
で
あ
ろ
う
。「
同
�殺
盗
�」
じ
く
す

べ
き
第
五
条
「
沽
酒
」
も
、
戒
律
規
定
が
僧
伽
外
部
に
適
用
さ
れ

た
も
の
と
み
れ
ば
、
や
は
り
犯
罪
の
性
格
は
同
様
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
、
そ
れ
以
外
の
公
的
犯
罪
、
す
な
わ
ち
律
家
を
被
害
者
と
す

る
犯
罪
の
規
定
は
な
く
、
他
は
律
家
が
多
く
は
被
害
者
と
な
ら
な

い
私
的
犯
罪
の
規
定
で
あ
る
。
こ
れ
は
公
的
犯
罪
が
処
罰
さ
れ
な

い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
は
ず
な
の
だ
け
れ
ど
も
、
さ
り
と
て
相

当
刑
罰
に
つ
い
て
は
不
明
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
政
治
権
力
体

と
し
て
の
寺
院
に
対
す
る
反
逆
・
否
定
行
為
│
│
史
料
上
は
「
寺

敵
」│
│
で
、
自
身
の
政
治
的
な
い
し
軍
事
的
力
に
よ
っ
て
解
決

で
き
な
い
も
の
は
、
寺
院
は
、
死
刑
・
流
刑
等
の
重
刑
を
朝
廷
・

幕
府
に
訴
え
て
い
た
事
実
が
あ
る
。
そ
し
て
、
流
刑
は
裁
定
も
実

施
も
必
ず
朝
廷
か
幕
府
か
の
所
轄
で
あ
っ
て
、
少
な
く
と
も
律
家

自
身
で
こ
れ
を
行
う
事
は
で
き
な
い
。
ま
た
律
家
発
意
に
よ
っ
て
、

は
っ
き
り
と
流
刑
が
科
さ
れ
た
事
例
は
見
出
せ
な
い
（
117
）
。
よ
っ
て
、

政
治
犯
に
対
す
る
刑
罰
に
つ
い
て
は
、
詳
ら
か
で
は
な
い
の
で
あ

る
が
、
か
よ
う
に
「
似
�背
�戒
律
之
法
�」
の
説
明
が
是
と
す
る

な
ら
ば
、
罪
刑
関
係
が
規
定
さ
れ
て
い
な
い
犯
罪
も
、
延
い
て
は

複
数
犯
罪
な
ど
相
当
刑
が
流
刑
以
上
と
さ
れ
る
べ
き
重
犯
罪
で
、

朝
廷
・
幕
府
に
委
ね
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
も
、
流
刑
・
死
刑
を
禁
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止
し
よ
う
と
す
る
意
思
が
あ
っ
た
と
認
め
て
よ
い
。

な
お
、
武
力
保
持
如
何
と
戒
律
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
今
こ

れ
を
多
く
は
言
及
し
得
な
い
。
声
聞
戒
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
武

力
保
持
を
積
極
的
に
禁
止
す
る
よ
う
な
戒
条
は
な
い
。
そ
も
そ
も

三
衣
一
鉢
以
外
は
原
則
的
に
所
有
不
可
だ
か
ら
、
こ
の
意
味
で
、

僧
伽
名
義
の
保
持
は
有
り
得
て
も
、
比
丘
個
人
の
武
具
保
持
は
認

め
ら
れ
な
い
事
に
な
ろ
う
。
ま
た
、
九
十
波
逸
提
法
の
第
四
十
八

観
軍
陣
戒
、
四
十
九
軍
中
過
三
宿
戒
、
五
十
観
軍
戦
戒
が
あ
り
、

当
然
に
武
装
の
従
軍
や
武
力
保
持
の
禁
止
が
前
提
に
あ
る
と
し
た

戒
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
菩
薩
戒
の
立
場
か
ら
は
、
軽
戒
第
十
蓄

殺
衆
生
具
戒
で
、
武
器
所
持
を
禁
じ
て
い
る
。
し
か
し
、
や
は
り

こ
れ
も
許
容
の
例
外
が
あ
る
と
の
解
釈
が
あ
り
、
太
賢
『
古
迹

記
』
は
こ
れ
を
肯
定
し
て
い
る
（
◯大
四
〇
―
七
一
〇
下
）。「
護

法
」
の
た
め
な
ら
ば
、
た
ん
に
消
極
的
に
許
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、

積
極
的
に
肯
定
す
ら
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
但
し
こ
こ
に
お
い
て

『
涅
槃
経
』
所
説
を
基
に
許
さ
れ
て
い
る
の
は
、「
在
家
」
の
「
持

〔
仗
〕
伏
」
で
あ
る
。
浄
人
が
武
器
を
携
行
し
得
て
い
る
の
は
（
補
論
参

照
）、
こ
れ
に
基
づ
く
か
。
そ
し
て
、
武
具
保
有
・
所
持
・
使
用

を
「
在
家
」
信
者
で
留
め
る
か
、
出
家
に
も
認
め
る
か
が
、
律
家

お
よ
び
律
僧
と
白
衣
僧
と
の
そ
れ
の
違
い
に
現
れ
て
い
る
と
考
え

た
い
。

翻
っ
て
、
西
大
寺
両
僧
の
刑
罰
の
姿
勢
（
甲
）・（
乙
）
並
び
に

死
刑
の
科
・
不
科
と
、
両
僧
の
戒
律
観
と
の
関
係
を
考
え
た
い
。

寺
僧
の
戒
律
観
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
私
は
よ
く
知
り
得
な
い
。

し
か
し
、
死
刑
、
武
具
所
持
、
従
軍
等
、
様
々
な
差
異
を
見
る
に
、

戒
律
観
の
相
違
で
以
っ
て
の
説
明
が
、
唯
一
で
は
無
い
に
し
ろ
有

る
程
度
首
肯
さ
れ
得
る
説
明
で
あ
る
事
を
、
私
は
疑
わ
な
い
。
す

な
わ
ち
、
決
定
的
に
は
声
聞
戒
の
持
・
不
持
、
そ
し
て
副
次
的
に

は
菩
薩
戒
に
お
い
て
菩
薩
行
達
成
の
た
め
の
手
段
の
許
容
範
囲
の

違
い
が
、
彼
ら
の
刑
罰
様
態
そ
の
他
の
相
違
を
生
み
出
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
許
容
範
囲
の
違
い
を
端
的
に
説
明
す
る
な
ら
ば
、

消
極
的
特
別
予
防
・
一
般
予
防
と
い
う
目
的
達
成
の
た
め
の
手
段

と
し
て
の
死
刑
を
含
む
刑
罰
に
声
聞
戒
の
立
場
か
ら
制
限
を
加
え

る
か
（
律
家
）、（
恐
ら
く
）
菩
薩
行
の
立
場
か
ら
目
的
が
手
段
を

正
当
化
す
る
か
（
寺
僧
）、
の
違
い
な
の
だ
と
思
う
。
言
葉
を
変

え
れ
ば
、
寺
僧
は
結
果
主
義
に
基
づ
い
て
手
段
と
し
て
の
刑
罰
や

武
力
行
使
が
正
当
化
さ
れ
│
│
公
文
範
盛
の
言
葉
（
史
料
Ｋ
）
は

特
に
こ
れ
を
表
し
て
い
る
│
│
、
律
家
は
戒
律
に
基
づ
く
倫
理
主

義
的
│
│
と
い
う
言
葉
が
不
適
当
な
ら
義
務
論
的
│
│
立
場
か
ら

そ
れ
ら
を
制
限
す
る
立
場
で
あ
る
。
こ
れ
は
既
述
の
通
り
私
的
犯

罪
の
刑
罰
だ
け
で
な
く
、
寺
院
間
紛
争
や
政
治
犯
や
、
政
治
権
力

に
抗
う
意
味
で
の
宗
教
犯
に
つ
い
て
も
当
て
は
ま
る
。
し
か
し
律

西
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家
は
、
な
ん
ら
か
の
解
決
の
手
段
と
し
て
、
外
部
の
武
力
保
持
・

行
使
や
恐
ら
く
死
刑
を
も
完
全
に
は
否
定
し
て
い
た
わ
け
で
は
な

い
。こ

の
事
の
説
明
と
関
係
す
る
事
だ
が
、
お
よ
そ
律
家
の
歴
史
は
、

如
何
に
自
身
が
武
力
を
保
持
・
行
使
し
な
い
ま
ま
、
或
い
は
最
小

限
の
武
力
に
抑
え
た
ま
ま
、
抑
止
力
と
し
て
の
武
力
と
結
び
つ
く

か
と
い
う
事
が
重
要
で
あ
っ
た
か
と
思
う
。
鎌
倉
後
期
に
地
頭
の

侵
害
行
為
回
避
の
た
め
本
末
寺
も
ろ
と
も
幕
府
の
祈
祷
寺
と
な
っ

た
事
（
118
）
、
大
和
一
国
守
護
で
あ
っ
た
所
の
興
福
寺
の
学�

侶�

と
西
大
寺

律�

家�

と
の
間
で
宗
教
的
価
値
観
の
同
質
性
か
ら
本
末
関
係
が
何
度

も
確
認
さ
れ
政
治
的
・
軍
事
的
問
題
解
決
に
与
し
て
い
る
事
（
119
）
、
至

徳
二
年
（
一
三
八
五
）、
大
和
国
の
武
士
の
地
域
的
結
合
で
、
官

符
衆
徒
筒
井
氏
も
含
ま
れ
る
乾
脇
一
族
（
一
党
）
と
師
檀
関
係
が

結
ば
れ
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
武
力
を
背
景
と
し
た
紛
争
の
解
決
が
な

さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
事
（
120
）
な
ど
が
見
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
で

も
重
要
な
の
は
、
律
家
自
身
が
死
刑
・
殺
人
・
軍
備
・
出
陣
に
関

わ
ろ
う
と
す
る
姿
勢
が
見
ら
れ
な
い
事
で
あ
る
。

撫
民
観
の
有
無
は
ど
う
か
。
こ
れ
に
対
し
て
明
確
に
答
え
る
事

は
叶
わ
な
い
が
、
証
拠
や
犯
意
の
重
視
に
つ
い
て
憶
測
を
加
え
る

の
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
声
聞
戒
で
は
、
合
議
に
お
い
て

全
員
の
意
見
の
一
致
を
重
視
す
る
。
ま
た
、
証
拠
分
明
に
よ
っ
て

明
確
に
犯
戒
の
疑
い
の
あ
る
も
の
で
も
自
白
を
極
め
て
重
視
し
、

原
理
上
僧
伽
か
ら
の
身
体
的
拘
束
や
強
制
は
行
わ
れ
な
い
。
総
じ

て
意
思
の
重
視
の
姿
勢
が
認
め
ら
れ
よ
う
。
こ
う
し
た
内
部
規
範

が
、
外
部
の
刑
事
処
断
に
影
響
を
与
え
て
撫
民
観
を
持
た
し
め
た

と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

大
和
国
や
中
世
社
会
に
ま
で
範
囲
を
広
げ
て
考
え
て
み
た
い
。

基
本
的
に
は
先
の
西
大
寺
両
僧
に
つ
い
て
の
説
明
で
西
大
寺
白
衣

寺
僧
を
一
般
の
白
衣
僧
に
置
き
換
え
れ
ば
、
十
分
で
は
な
い
に
し

て
も
あ
る
程
度
は
事
足
り
る
と
は
考
え
る
が
、
こ
れ
を
幾
分
で
も

補
足
す
る
た
め
、
次
の
史
料
を
挙
げ
た
い
。
よ
く
知
ら
れ
た
も
の

だ
が
、
鎌
倉
後
期
に
比
叡
山
延
暦
寺
の
学
僧
義
源
に
よ
っ
て
編
纂

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
『
山
家
要
略
記
（
121
）
』
の
抄
出
史
料
『
山

家
要
記
浅
略
』
に
は
、「
衆
徒
武
門
」、
つ
ま
り
武
力
専
門
の
白
衣

僧
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
に
記
す
。

�
�
Ｓ

『
山
家
要
記
浅
略
』
衆
徒
武
門
事
（
122
）

慈（
良
源
）

恵
大
師
御
治
山
之
時
、
彼
御
釈
云
、
無
�文
則
無
�親
�上

之
礼
�。
無
�武
則
無
�威
�下
之
徳
�。
故
文
武
相
兼
、
治
�天

下
�文
。（
中
略
）
於
�此
高
峰
�、
特
無
�仏
法
燈
油
之
供
料
�

者
、
何
有
�久
住
不
退
之
止
住
�。
仍
如
�奉
�四
天
衆
擁
―�護
天

帝
釈
�、
武
門
之
衆
徒
、
以�

�自�

力�

�鎮�

�施�

入�

田�

薗�

之�

違�

乱�

�、

以
�勇
猛
�誡
�邪
儀
張
行
之
諸
宗
�、
致
�正
法
之
擁
護
�、
可�
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�孚�

�修�

学�

之�

禅�

徒�

�文
。

こ
こ
か
ら
は
、「
武
門
之
衆
徒
」
の
存
在
、
す
な
わ
ち
武
装
・
武

力
行
使
に
正
当
性
が
あ
る
の
は
、
究
極
的
に
は
三
宝
や
、
そ
れ
を

維
持
せ
し
め
る
世
俗
か
ら
の
喜
捨
で
あ
る
所
の
三
宝
（
料
）
物
の

護
持
の
た
め
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
窺
が
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

三
宝
や
三
宝
物
の
護
持
と
い
う
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
、
究
極

的
な
手
段
が
武
装
・
武
力
行
使
で
あ
る
。
か
か
る
宗
教
的
価
値
の

回
復
・
維
持
の
目
的
達
成
の
た
め
に
、
手
段
が
決
定
さ
れ
る
の
で

あ
っ
て
、
そ
も
そ
も
の
比
丘
個
人
の
成
立
・
存
在
条
件
で
あ
る
戒

律
遵
守
│
│
天
台
宗
の
場
合
梵
網
戒
だ
が
│
│
、
殊
に
菩
薩
戒
蓄

殺
生
具
戒
や
殺
戒
遵
守
は
破
ら
れ
て
も
致
し
方
な
い
、
或
い
は
三

宝
護
持
の
た
め
に
は
菩
薩
行
と
し
て
犯
戒
が
正
当
化
さ
れ
る
、
な

い
し
は
限
定
的
非
犯
戒
と
見
な
さ
れ
得
る
と
い
う
意
識
は
、
聖
俗

両
界
に
広
範
に
存
在
し
て
い
た
に
違
い
な
い
（
123
）
。
一
方
こ
の
よ
う
な

白
衣
僧
と
対
照
的
に
、
西
大
寺
律
家
は
│
│
そ
し
て
恐
ら
く
律
僧

全
般
も
│
│
、
戒
律
護
持
を
全
行
動
の
第
一
原
理
と
す
る
た
め
、

私
的
・
公
的
犯
罪
に
対
す
る
刑
罰
は
、
先
に
見
て
き
た
通
り
、
た

と
え
三
宝
・
三
宝
物
護
持
が
目
的
だ
と
し
て
も
、
た
と
え
菩
薩
行

に
叶
う
と
し
て
も
、
声
聞
戒
護
持
、
お
よ
び
彼
ら
な
り
の
解
釈
に

基
づ
く
菩
薩
戒
護
持
と
い
う
束
縛
条
件
が
伴
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

中
世
の
地
方
社
会
に
お
い
て
、
西
大
寺
律
家
は
、
か
か
る
意
味
で
、

武
力
を
保
持
・
行
使
せ
ず
に
、
死
刑
を
行
わ
な
い
と
い
う
特
異
な

刑
罰
観
念
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

次
に
、
規
式
な
い
し
律
家
の
刑
罰
観
念
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い

て
の
考
察
に
移
り
た
い
。
如
何
な
る
因
果
連
関
関
係
が
あ
っ
て
、

か
か
る
特
異
的
な
刑
罰
観
念
が
生
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に

対
す
る
答
え
は
、
別
当
刑
罰
権
を
否
定
・
奪
取
し
排
他
的
刑
罰
権

が
確
立
さ
れ
た
た
め
と
い
う
事
（
一
章
）
と
、
彼
ら
の
戒
律
観
が

か
く
さ
せ
た
の
だ
と
い
う
、
既
述
の
事
以
上
に
今
の
と
こ
ろ
深
く

言
及
す
る
事
は
で
き
な
い
が
、
以
下
少
々
先
行
研
究
と
も
対
比
し

な
が
ら
そ
れ
以
上
の
事
を
論
じ
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
先
行
研
究
で
は
古
代
・
中
世
に
お
い
て
死
刑
を
行

わ
な
い
政
治
権
力
と
し
て
公
家
・
寺
院
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま

ず
公
家
の
場
合
、
よ
く
言
及
さ
れ
る
通
り
、
嵯
峨
天
皇
の
弘
仁
年

間
に
死
刑
が
停
止
さ
れ
て
以
降
、
一
部
の
例
外
は
あ
り
つ
つ
も
、

基
本
的
に
鎌
倉
期
も
継
続
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
124
）
。
公
家
の
死

刑
不
科
は
、
鎌
倉
期
も
継
続
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
も
そ
も

南
北
朝
期
に
は
、
朝
廷
す
な
わ
ち
検
非
違
使
庁
か
ら
幕
府
へ
刑
罰

権
等
が
移
動
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
125
）
。
従
っ
て
、
公
家

と
律
家
と
の
、
同
時
代
の
積
極
的
な
影
響
関
係
は
想
定
さ
れ
な
い
。

ま
た
、
公
家
の
場
合
、
様
々
な
説
が
あ
る
が
、
ケ
ガ
レ
の
忌
避
観

念
に
よ
る
死
刑
不
科
が
重
要
な
も
の
の
一
つ
と
し
て
指
摘
さ
れ
て

西
大
寺
律
家
の
刑
罰
（
下
）

二
三
（
二
三
）



い
る
（
126
）
。
か
か
る
認
識
は
、
律
家
と
は
全
然
違
う
の
で
あ
っ
て
、
こ

の
意
味
で
も
公
家
の
刑
罰
観
念
に
影
響
さ
れ
て
律
家
で
も
死
刑
不

科
に
結
実
し
た
、
と
は
い
え
な
い
。
む
し
ろ
、
律
僧
は
葬
送
に
深

く
関
わ
る
面
が
あ
り
（
127
）
忌
避
観
念
す
ら
認
め
難
い
。

次
に
、
中
世
に
お
け
る
寺
院
と
死
刑
と
の
関
係
に
つ
い
て
だ
が
、

先
行
研
究
は
以
下
の
通
り
。
古
く
細
川
亀
市
は
、
武
家
法
と
比
較

し
つ
つ
寺
院
法
に
は
「
殆
ん
ど
中
世
全
体
を
通
じ
て
」「
原
則
と

し
て
」
死
刑
が
存
在
せ
ず
、
戦
国
時
代
に
入
る
に
及
び
武
家
法
の

影
響
を
受
け
死
刑
な
ど
が
採
用
さ
れ
た
が
、
そ
の
死
刑
不
科
の
理

由
を
「
殺
生
禁
断
を
本
旨
と
す
る
仏
教
思
想
」
お
よ
び
懲
悪
還
善

主
義
の
刑
罰
思
想
の
た
め
と
指
摘
す
る
（
128
）
。
細
川
は
、
教
育
刑
の
観

念
を
刑
法
思
想
の
史
的
発
展
形
態
と
み
な
す
関
係
上
、
こ
れ
の
萌

芽
を
中
世
寺
院
法
に
見
出
す
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
清
田
義

英
は
、
中
世
南
都
寺
院
を
主
た
る
考
察
対
象
と
し
寺
院
に
お
い
て

「
死
罪
が
実
際
に
広
く
行
わ
れ
て
い
た
」
と
結
論
し
て
細
川
説
に

疑
問
を
呈
し
「
武
家
法
と
そ
う
相
違
す
る
も
の
で
も
な
い
よ
う
に

思
え
る
」
と
す
る
（
129
）
。
義
江
は
、
中
世
の
刑
罰
を
行
う
主
体
と
し
て

大
ま
か
に
公
家
、
武
家
、
寺
家
と
類
型
し
、
寺
家
は
「
平
安
以
降

中
世
を
通
じ
て
」
財
産
刑
と
追
放
刑
が
主
体
で
あ
っ
て
死
刑
を
行

わ
な
い
と
指
摘
す
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
「
神
仏
の
聖
性
」
の

「
維
持
」
の
た
め
な
ど
と
説
明
す
る
（
130
）
。
お
よ
そ
以
上
だ
が
、
先
に

挙
げ
た
表
１
を
も
と
に
以
下
検
討
し
た
い
。

ま
ず
南
都
の
興
福
寺
の
裁
定
な
い
し
判
決
で
は
、
寿
永
三
年

（
一
一
八
四
）
の
「
大
垣
廻
」
の
事
例
�
を
初
見
と
し
て
中
世
を

通
じ
て
死
刑
事
例
が
確
認
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
、
彼
ら
に
と
っ
て

重
大
な
犯
罪
の
み
が
死
刑
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
多
用
さ

れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
次
に
史
料
の
残
り
が
良
い
法
隆
寺
で

も
同
じ
傾
向
と
い
え
る
。
東
大
寺
は
、
寛
喜
二
年
（
一
二
三
〇
）

の
事
例
�
の
他
、「
衆
徒
」
は
永
仁
元
年
（
一
二
九
三
）
に
寺
法

を
定
め
「
寺
中
寺
外
強
盗
」
を
取
り
締
ま
る
た
め
「
郷
民
」
に
対

し
て
「
対
�恠
異
徘
徊
之
輩
�、
縦
雖
�及
�刃
傷
・
殺
害
�、
於
�能
殺

刃
之
人
�者
、
一
切
不
�可
�有
�其
咎
�」
と
し
た
が
（
131
）
、
こ
れ
す
な

わ
ち
決
し
て
強
盗
に
対
し
て
死
刑
を
定
め
た
も
の
で
は
な
い
け
れ

ど
、
当
時
衆
徒
裁
定
に
よ
る
そ
の
相
当
刑
罰
が
死
刑
で
あ
っ
た
事

が
推
測
さ
れ
る
。
薬
師
寺
で
は
、
鎌
倉
期
の
事
例
は
確
認
さ
れ
な

い
も
の
の
、
中
世
後
期
の
事
例
が
多
数
確
認
で
き
る
。
以
上
大
和

国
の
事
例
だ
が
、
全
国
に
目
を
向
け
る
と
、
近
江
国
大
原
観
音
寺

（
�
）、
出
雲
国
鰐
淵
寺
（
�
）
な
ど
の
寺
法
に
死
刑
が
見
え
る
。

延
暦
寺
で
は
、
今
の
と
こ
ろ
確
た
る
死
刑
事
例
は
確
認
で
き
な

い
。
と
こ
ろ
で
中
世
に
お
い
て
刑
罰
と
報
復
行
為
は
見
分
け
が
つ

き
難
い
場
合
が
少
な
く
な
い
。
今
こ
の
両
者
を
全
面
的
に
論
ず
る

能
力
は
な
い
が
、
今
少
し
く
そ
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。
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治
承
寿
永
内
乱
に
お
い
て
、
東
大
寺
・
興
福
寺
を
焼
き
討
ち
に
し

た
平
重
衡
ら
は
、
元
暦
二
年
（
一
一
八
五
）
六
月
、
東
大
寺
の
要

請
に
よ
っ
て
幕
府
か
ら
引
き
渡
さ
れ
斬
首
の
後
奈
良
坂
に
て
梟
首

さ
れ
た
（
132
）
。
一
連
の
南
都
側
の
行
動
は
、
疑
い
な
く
堂
舎
焼
失
と

「
凶
徒
」
殺
害
の
報
復
で
あ
る
。
奈
良
坂
で
の
梟
首
は
、
結
果
だ

け
見
れ
ば
東
大
寺
の
死
刑
内
容
（
�
）
と
同
じ
で
あ
る
。『
皇
帝

紀
抄
』・『
帝
王
編
年
記
』
で
は
、「
三
箇
度
廻
�東
大
寺
大
垣
�之

後
斬
首
、
懸
�奈
良
坂
�」
と
あ
り
、
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
で
は

武
士
に
斬
ら
せ
て
首
だ
け
を
受
け
取
り
「
東
大
寺
・
興
福
寺
ノ
大

垣
ヲ
三
度
引
廻
テ
」
と
伝
え
る
が
（
133
）
、
こ
れ
ら
二
次
史
料
は
信
を
置

き
難
い
。
し
か
し
少
な
く
と
も
史
料
作
成
者
に
は
当
時
東
大
寺
か

興
福
寺
で
「
大
垣
廻
」
が
行
わ
れ
た
と
し
て
疑
わ
な
い
認
識
は
読

み
取
る
事
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
し
て
み
れ
ば
、
鎌
倉
期
に
は
、
報

復
も
重
罪
犯
に
対
す
る
重
刑
も
ほ
ぼ
同
じ
形
態
を
と
る
と
い
う
事

が
で
き
る
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
私
は
、
報
復
と
重
刑
と
は
、
関
係
が

全
く
な
い
と
は
言
え
ず
、
こ
の
推
測
的
理
解
を
以
っ
て
延
暦
寺

（
山
門
）
に
つ
い
て
再
度
論
じ
る
。
ま
ず
、
著
名
な
事
件
で
あ
る

が
、
建
久
二
年
（
一
一
九
一
）
三
月
、
近
江
国
佐
々
木
荘
に
お
い

て
延
暦
寺
千
僧
供
料
未
進
譴
責
の
た
め
赴
い
て
い
た
日
吉
社
の
宮

仕
と
、
下
司
佐
々
木
定
綱
子
息
で
当
時
在
荘
の
定
重
ら
と
に
闘
諍

が
起
こ
り
、
宮
仕
側
に
死
人
が
出
て
「
神
鏡
」
が
破
損
す
る
事
態

に
至
っ
た
（
134
）
。
山
門
は
、
朝
廷
に
対
し
て
、
朝
廷
に
よ
る
「
斬
刑
」

乃
至
は
定
綱
ら
の
身
柄
の
引
渡
し
を
申
請
し
た
。
朝
廷
は
こ
れ
に

対
し
て
院
宣
を
以
っ
て
、「
縦
不
�行
�斬
刑
�、
於
�給
�其
身
�之
条

�者
、
同
�死
罪
�」
で
あ
り
「
凡
於
�件
（
斬
刑
）

刑
法
�者
、
嵯
峨
天
皇
以

来
停
止
之
後
、
多
経
�年
代
�」
と
し
て
申
請
を
退
け
、「
遠
流
之

罪
不
�再
帰
�。
禁
固
之
法
、
満
�徒
年
�者
、
雖
�非
�死
罪
�、
更
無
�

勝
劣
�歟
。
仍
以
�遠
流
�比
�死
罪
�、
以
�禁
固
�代
�斬
刑
�」
と
し

て
、
定
綱
お
よ
び
子
息
定
重
ら
を
遠
流
、
下
手
人
の
郎
等
数
人
を

禁
固
（
禁
獄
）
と
し
た
。
大
衆
は
「
可
�従
�院
宣
�」
と
し
て
一

旦
こ
れ
に
従
っ
た
。
朝
廷
の
対
応
を
見
る
に
、
延
暦
寺
に
身
柄
を

引
き
渡
し
た
ら
彼
の
死
が
確
定
的
に
予
感
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ

て
、
こ
こ
に
延
暦
寺
と
公
家
と
の
刑
罰
体
系
の
決
定
的
な
相
違
、

つ
ま
り
死
刑
の
有
無
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
朝
廷

は
か
か
る
延
暦
寺
の
姿
勢
を
ほ
と
ん
ど
当
た
り
前
の
事
と
し
て
扱

っ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
っ
て
、
九
条
兼
実
ら
と
の
度
重
な
る
折

衝
に
お
い
て
も
、
死
刑
拒
否
の
理
由
に
つ
い
て
「
流
罪
若
不
�足

者
、
禁
獄
如
何
。
公�

家�

之�

法�

、
莫
�過
�之
法
�」
な
ど
と
い
う
の

は
執
行
者
の
朝
廷
側
の
論
理
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
こ
れ
を
行
お

う
と
す
る
山
門
に
対
し
て
非
難
す
る
姿
勢
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。

な
お
興
福
寺
で
も
、「
大
垣
廻
」
は
非
公
開
な
ど
で
は
な
く
、
周

知
を
目
的
と
し
た
一
般
予
防
の
性
格
が
極
め
て
強
い
刑
罰
で
あ
っ

西
大
寺
律
家
の
刑
罰
（
下
）
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て
、
こ
れ
を
公
家
・
藤
原
氏
が
関
知
し
て
い
な
い
わ
け
は
決
し
て

な
く
、
そ
れ
で
も
継
続
し
て
近
世
ま
で
長
き
に
渡
っ
て
行
わ
れ
て

き
た
事
こ
そ
、
朝
廷
の
積
極
的
な
非
難
・
規
制
の
対
象
と
は
な
ら

な
か
っ
た
状
況
を
見
る
事
が
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
か
か

る
公
家
の
態
度
は
、
死
刑
が
刑
罰
体
系
中
に
存
在
し
た
武
家
に
対

す
る
そ
れ
（
135
）
と
同
じ
で
は
あ
る
ま
い
か
。
既
述
の
如
く
清
田
も
こ
れ

と
類
似
の
事
を
述
べ
て
い
る
。
話
を
も
ど
し
、
実
際
下
手
人
の
定

重
に
つ
い
て
は
、
山
門
側
の
度
重
な
る
幕
府
へ
の
要
請
に
よ
り
、

恐
ら
く
朝
廷
の
関
与
な
く
幕
府
す
な
わ
ち
源
頼
朝
の
命
で
遠
流
が

改
め
ら
れ
大
衆
側
に
引
き
渡
さ
れ
、
近
江
国
で
斬
ら
れ
梟
首
さ
れ

た
。
延
暦
寺
が
朝
廷
と
関
わ
っ
た
の
は
定
綱
・
定
重
ら
が
「
逐

電
」
し
た
事
に
よ
る
広
域
的
捜
査
・
捕
縛
の
た
め
の
「
衾
宣
旨
」

の
発
給
と
刑
罰
を
要
求
す
る
た
め
で
あ
り
（
136
）
、
幕
府
と
関
わ
っ
た
の

は
御
家
人
身
分
に
基
づ
く
頼
朝
と
の
主
従
関
係
の
解
消
と
そ
れ
に

伴
う
身
柄
引
き
渡
し
の
た
め
で
あ
る
が
、
犯
人
が
も
し
か
か
る
条

件
を
満
た
さ
な
い
な
ら
ば
、
当
然
に
延
暦
寺
裁
定
の
み
に
よ
っ
て

死
刑
が
な
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
か
か
る

態
度
は
そ
の
後
も
継
続
し
た
ら
し
い
。
嘉
禎
元
年
（
一
二
三
五
）

七
月
、
近
江
国
高
島
郡
田
中
郷
の
地
頭
佐
々
木
高
信
の
代
官
重
盛

が
日
吉
宮
仕
を
刃
傷
し
殺
害
し
た
事
に
対
し
て
、
延
暦
寺
は
朝
廷

に
「
任
�建
久
例
�、
可
�被
�行
�死
罪
�之
由
」
を
「
訴
申
」
し
た

と
い
う
（
137
）
。
元
徳
三
年
（
一
三
三
一
）
七
月
、「
延
暦
寺
三
千
大
衆

法
師
等
」
は
奏
状
を
捧
げ
、
や
は
り
佐
々
木
荘
等
「
乃
貢
」
の

「
未
済
」・「
遅
引
」
に
よ
っ
て
催
促
に
使
者
を
遣
わ
し
た
と
こ
ろ

「
宮
仕
殺
害
公
人
刃
傷
」
の
事
態
と
な
り
、
佐
々
木
時
信
を
「
不

反
遠
流
」
と
し
、「
下
手
人
等
」
は
「
衆�

徒�

中�

」
に
「
召�

賜�

」
わ

ら
れ
よ
と
し
た
（
138
）
。
こ
こ
で
建
久
の
定
重
の
「
被
�処
�斬
刑
�」
事

を
引
き
合
い
に
出
し
こ
れ
に
奏
聞
内
容
の
正
当
性
を
求
め
て
い
る

事
か
ら
す
れ
ば
、「
下
手
人
等
」
を
「
召
賜
」
っ
た
後
当
然
に
死

に
至
ら
し
め
ん
と
す
る
意
思
を
認
め
て
よ
い
だ
ろ
う
。
つ
い
で
、

暦
応
三
年
（
一
三
四
〇
）
一
〇
月
、
著
名
な
事
件
だ
が
、
佐
々
木

道
誉
の
妙
法
院
宮
に
対
す
る
放
火
等
狼
藉
に
よ
っ
て
「
山
徒
蜂

起
」
に
及
ん
だ
が
、
こ
の
時
『
太
平
記
』
は
「
早
ク
道
誉
・
秀
綱

ヲ
賜
リ
テ
、
死
罪
ニ
行
フ
ヘ
キ
由
ヲ
公
家
ヘ
奏
聞
シ
、
武
家
ニ
触

訴
フ
」
と
記
す
。
そ
の
他
の
一
次
史
料
か
ら
ま
ず
間
違
い
な
く
こ

れ
は
正
し
い
と
し
て
良
い
だ
ろ
う
（
139
）
。
以
上
延
暦
寺
に
お
い
て
人
に

死
を
齎
し
た
、
あ
る
い
は
齎
そ
う
と
し
た
例
は
、
す
べ
て
復
讐
の

性
格
が
無
視
で
き
な
い
の
だ
が
、
先
の
理
解
に
従
っ
て
延
暦
寺
刑

罰
体
系
中
に
お
い
て
死
刑
の
存
在
す
る
事
を
私
は
推
測
す
る
。

最
後
に
高
野
山
に
つ
い
て
だ
が
、
永
享
一
一
年
（
一
四
三
九
）

の
寺
法
に
お
い
て
死
刑
が
見
え
る
（
�
）。
一
方
、
平
安
・
鎌
倉

期
に
お
い
て
高
野
山
で
は
、
荘
園
内
犯
罪
に
対
し
て
は
荘
官
裁
定

史

学
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に
任
さ
れ
て
い
る
部
分
が
少
な
く
な
か
っ
た
ら
し
く
、
荘
官
裁
定

の
刑
罰
に
関
す
る
寺
法
、
な
ら
び
に
荘
官
の
犯
罪
に
対
し
て
の
寺

法
・
事
例
は
、
追
放
・
没
収
な
い
し
過
料
刑
が
基
本
で
あ
っ
て
死

刑
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
（
140
）
。
そ
れ
に
つ
い
て
渡
邉
俊
は
、

「
狩
猟
・
漁
労
と
い
っ
た
「
殺
生
」
行
為
を
禁
止
し
て
い
る
」
つ

ま
り
「
仏
教
的
観
点
か
ら
「
殺
生
」
は
「
禁
」」
で
あ
り
「「
如
来

之
禁
誡
」
に
も
抵
触
す
る
」
た
め
、「
建
前
上
」
死
刑
が
選
択
さ

れ
ず
他
の
刑
罰
が
行
わ
れ
る
、
と
説
明
す
る
（
141
）
。
し
か
る
に
、
自
身

の
死
刑
事
例
で
は
な
い
も
の
の
、
建
保
六
年
（
一
二
一
八
）
に

「
深
守
�大
師
之
御
記
文
�、
永
不
�存
�闘
戦
之
義
�」
な
ど
と
し
て

苦
渋
の
選
択
と
し
な
が
ら
も
、「
聖
徳
太
子
既
絶
�守
屋
大
臣
之

命
�」
の
例
を
ひ
き
、「
大
悲
菩
薩
又
励
�一
殺
多
生
之
行
�」
の
論

理
で
、
幕
府
に
吉
野
山
悪
僧
春
賢
の
召
下
と
死
刑
を
求
め
て
い
る

事
実
が
あ
り
（
142
）
、
注
目
さ
れ
る
。
貞
和
二
年
（
一
三
四
六
）
の
「
大

集
会
御
評
定
」
に
基
づ
く
寺
法
（
143
）
は
、「
夏
衆
・
権
預
等
」
の
「
於
�

諸
荘
�悪
党
沙
汰
」
に
つ
い
て
の
も
の
だ
が
、「
任
�雅
意
�」
せ
て

「
理
不
尽
致
�殺
害
�」
す
こ
と
を
「
奇
恠
之
態
」
と
し
て
批
判
し

「
任
�先
年
事
書
之
旨
�」
せ
て
「
無
�四
人
沙
汰
人
之
判
形
�者
、

不
�可
�致
�其
沙
汰
�」
と
す
る
。
素
直
に
読
む
な
ら
ば
逆
に
顕
然

た
る
「
悪
党
」
に
対
し
て
は
「
四
人
沙
汰
人
」（
預
・
新
年
預
・

行
事
・
年
預
）
の
許
可
さ
え
あ
れ
ば
、
死
刑
も
判
決
さ
れ
得
た
と

す
る
事
は
、
さ
し
て
困
難
で
は
あ
る
ま
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、
こ

の
寺
法
は
死
刑
と
い
う
重
刑
の
判
決
権
の
所
在
を
確
認
し
た
も
の

で
あ
る
。
応
永
二
一
年
の
寺
法
（「
禁
制
（
144
）
」）
は
、（
恐
ら
く
）「
当

山
参
詣
之
輩
」
に
対
し
て
、
又
は
「
参
詣
之
輩
」
が
、「
称
�罪
科

人
�、
理
不
尽
於
�寺
内
�令
�殺
害
�之
条
、
不
�可
�然
。
所
詮
於
�

向
後
�者
、
沙
汰
所
ヘ
経
�案
内
�、
可
�致
�其
沙
汰
�事
」
を
定
め

た
も
の
だ
が
、
こ
れ
も
「
寺
内
」
に
お
い
て
先
と
同
様
の
結
論
を

導
く
事
が
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
寺
内
に
お
け
る
「
沙
汰
所
」

（
預
・
行
事
・
年
預
）
の
、
特
に
高
野
山
非
関
係
者
に
関
す
る
死

刑
判
決
権
の
所
在
を
確
認
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
方
永
享
法
で
は

他
者
に
対
し
て
さ
え
「
沙
汰
所
」
の
判
決
も
要
ら
ず
、
場
合
に
よ

っ
て
「
五
番
衆
」
の
責
任
で
死
刑
を
行
う
事
ま
で
定
め
ら
れ
、
貞

和
・
応
永
法
を
継
承
し
て
の
厳
刑
化
の
ま
す
ま
す
の
発
展
で
あ
る
。

総
じ
て
考
え
れ
ば
、
高
野
山
で
は
大
師
の
遺
言
（
145
）
が
最
重
要
視
さ
れ

た
ら
し
く
、
こ
れ
│
│
よ
り
正
確
に
は
「
顕
戒
」、
殊
に
声
聞
戒

の
殺
戒
│
│
の
遵
守
・
不
遵
の
葛
藤
の
歴
史
が
あ
り
、
南
北
朝
期

に
死
刑
の
萌
芽
が
見
ら
れ
、
室
町
期
に
至
り
よ
う
や
く
顕
然
と
死

刑
が
刑
罰
体
系
中
に
取
り
込
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
146
）
。

以
上
少
な
い
事
例
だ
が
興
福
寺
か
ら
高
野
山
ま
で
を
見
て
き
た
。

少
な
く
と
も
一
二
世
紀
後
半
以
降
、
中
世
を
通
じ
て
寺
院
は
白
衣

僧
裁
定
に
お
い
て
一
般
的
に
刑
罰
体
系
の
中
に
死
刑
を
組
み
入
れ

西
大
寺
律
家
の
刑
罰
（
下
）
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て
い
た
と
私
は
結
論
し
た
い
。
た
だ
し
、
こ
の
事
は
、
大
和
国
諸

寺
院
（
白
衣
僧
裁
定
）
に
つ
い
て
は
蓋
然
性
が
高
い
と
考
え
る
の

で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
外
で
は
主
に
延
暦
寺
と
高
野
山
と
し
か
挙
げ

ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
か
か
る
個
別
的
評
価
を
一
般
化
し
得
る
か

否
は
意
見
が
分
か
れ
る
と
思
う
が
、
し
か
し
両
寺
が
天
台
・
真
言

宗
の
最
重
要
寺
院
で
あ
る
事
か
ら
、
と
り
あ
え
ず
全
国
的
に
一
般

化
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
課
題
（
二
三
頁
）
に
立
ち

返
れ
ば
同
時
代
の
律
家
へ
の
影
響
は
考
え
ら
れ
な
い
。
有
り
得
る

と
す
れ
ば
、
白
衣
僧
側
の
死
刑
容
認
の
刑
罰
観
念
を
否
定
的
媒
介

物
と
し
て
、
西
大
寺
律
家
の
か
か
る
刑
罰
観
念
が
で
き
た
可
能
性

も
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
が
、
今
の
と
こ
ろ
積
極
的
に
こ
れ
を
肯

定
す
る
史
料
は
見
出
せ
な
い
。
そ
し
て
、
清
田
以
外
の
諸
氏
が
原

則
と
し
て
中
世
寺
院
は
死
刑
を
科
さ
な
い
と
評
価
す
る
に
は
、
無

視
し
え
ぬ
程
多
く
の
死
刑
事
例
等
が
あ
る
と
私
は
考
え
る
。
む
し

ろ
、
そ
の
死
刑
の
背
後
に
つ
い
て
考
察
す
る
事
に
も
、
私
は
研
究

上
の
価
値
を
認
め
た
い
。
ま
た
、
義
江
や
渡
邉
の
刑
罰
観
念
に
関

す
る
所
説
が
果
た
し
て
正
し
い
と
し
て
、
死
刑
不
科
の
理
由
が
全

然
彼
我
で
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
か
よ
う
な
観
念
が
な
ん

ら
か
の
形
で
律
家
に
影
響
し
た
と
も
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
結
局
、

寺
院
刑
罰
史
上
に
お
い
て
、
当
該
期
の
戒�

律�

観�

に�

基�

づ�

く�

死
刑
不

科
は
、
特
異
的
な
も
の
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
や
や
大
胆
に
い
う

な
ら
ば
、
か
か
る
刑
罰
観
念
が
生
ま
れ
た
事
を
果
と
し
た
時
、
そ

の
無
視
す
べ
か
ら
ざ
る
因
の
一
つ
と
し
て
、
平
安
後
期
以
降
の
所

謂
戒
律
復
興
運
動
（
147
）
を
挙
げ
る
事
が
で
き
る
と
私
は
思
う
。

そ
し
て
、
白
衣
僧
側
が
死
刑
を
許
容
す
る
と
い
っ
て
、
渡
邉
の

い
う
「
仏
教
的
観
点
か
ら
「
殺
生
」
は
「
禁
」」
つ
ま
り
殺
生
禁

断
の
姿
勢
も
消
滅
し
た
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
鎌
倉
中
期
の
事

例
だ
が
、
弘
長
三
年
、
朝
廷
は
同
年
八
月
新
制
に
基
づ
く
個
別
的

法
令
と
し
て
興
福
寺
に
対
す
る
太
政
官
牒
を
発
し
た
。
こ
れ
は
、

宛
所
こ
そ
興
福
寺
で
あ
る
が
、
七
大
寺
を
含
む
南
都
社
会
全
体
に

対
す
る
法
令
と
い
っ
て
良
い
の
だ
が
（
148
）
、
そ
の
中
で
「
一
、
応
�禁
―�

断
大
和
国
中
殺
生
�事
」
の
条
文
が
あ
る
。
そ
も
そ
も
こ
の
法
令

は
、
興
福
寺
僧
綱
大
法
師
等
か
ら
の
奏
状
を
す
べ
て
そ
の
ま
ま
朝

廷
が
容
認
す
る
形
で
の
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
実
効
的
で
あ
っ
た

か
は
別
と
し
て
も
、
興
福
寺
白
衣
僧
に
か
よ
う
な
意
思
を
認
め
る

事
が
で
き
る
。
興
福
寺
は
、「
青
丘
太
賢
師
曰
、
世
間
所
�畏
、
死

苦
為
�窮
。
損
他
之
中
無
�過
�奪
�命
云
々
。
是
以
十
重
之
中
、

以
�殺
生
�為
�重
。
堅
守
�戒
品
�、
於
�当
寺
進
退
之
地
�者
、
可

�被
�禁
断
�也
」
と
し
て
、
太
賢
の
『
古
迹
記
』
の
注
釈
文
を
引

き
つ
つ
（
◯大
四
〇
―
七
〇
三
中
）、
梵
網
戒
の
殺
戒
を
殺
生
禁
断

の
根
拠
と
す
る
。
声
聞
戒
が
七
衆
特
に
比
丘
・
比
丘
尼
の
内
部
規

範
で
あ
る
の
に
対
し
、
梵
網
戒
は
、
出
家
・
在
家
問
わ
ず
菩�

薩�

が

史
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守
る
べ
き
戒
で
あ
る
が
、
非
受
戒
の
人
間
や
非
菩
薩
に
は
そ
も
そ

も
守
る
必
要
が
無
い
と
い
う
点
で
、
や
は
り
内
部
規
範
と
言
え
る

の
で
あ
る
が
（
149
）
、
そ
れ
で
も
興
福
寺
は
こ
れ
を
外
部
規
範
と
し
て
も

準
用
し
「
殺
生
」「
禁
断
」
を
主
張
し
て
い
る
。
菩
薩
戒
保
持
者

は
彼
自
身
、
出
家
在
家
問
わ
ず
菩
薩
で
あ
る
事
が
必
要
条
件
で
あ

る
が
、
こ
う
し
た
い
わ
ば
菩
薩
自
身
に
よ
っ
て
先
の
如
く
正
に
死

刑
が
行
わ
れ
て
い
る
の
は
、
一
つ
に
は
一
殺
多
生
の
論
理
の
故
で

あ
ろ
う
。
他
に
は
、
単
に
宗
教
的
価
値
の
維
持
・
回
復
と
い
う
目

的
達
成
の
た
め
に
こ
れ
を
菩
薩
行
と
み
な
す
事
で
手
段
が
正
当
化

さ
れ
て
い
る
故
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
別
に
少
な
く
と
も
興
福
寺

に
と
っ
て
殺
生
禁
断
と
死
刑
と
は
自
己
撞
着
せ
ず
両
立
し
て
い
る

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
（
150
）
。
従
っ
て
、
先
の
課
題
（
二
三
頁
）
に
対

し
て
も
う
一
つ
付
け
加
え
る
な
ら
ば
、
殺
生
禁
断
の
宗
教
的
価
値

観
は
、
恐
ら
く
時
代
・
地
域
・
寺
・
宗
を
超
え
て
お
よ
そ
仏
教
信

者
に
は
共
通
す
る
も
の
だ
け
れ
ど
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
他
な
ら
ぬ

ヒ
ト
に
対
す
る
殺
生
禁
断
す
な
わ
ち
死
刑
不
科
に
は
完
全
に
は
至

り
得
ず
、
律
家
の
如
き
戒
律
観
の
出
現
に
よ
っ
て
こ
そ
こ
の
時
代

に
死
刑
不
科
の
法
が
生
ま
れ
た
、
と
私
は
考
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
死
刑
不
科
が
果
た
し
て
「
慈
悲
」
か
ら
生
ず

る
も
の
な
の
か
と
い
う
問
い
を
考
え
て
み
た
い
（
151
）
。
仏
教
思
想
の
中

で
極
め
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
と
い
う
べ
き
「
慈
悲
」
は
、
時

代
的
に
大
き
く
意
味
す
る
所
が
変
化
し
た
が
（
152
）
、
こ
こ
で
一
殺
多
生

の
よ
う
な
結
果
主
義
的
な
そ
れ
は
考
え
ず
、
科
刑
者
か
ら
見
た
、

犯
罪
被
害
者
で
は
な
く
加
害
者
（
受
刑
者
）
に
対
す
る
原
初
的
な

意
味
で
の
慈
悲
に
つ
い
て
考
え
る
の
で
あ
る
。
律
家
は
（
乙
）
の

刑
罰
姿
勢
や
撫
民
観
念
を
有
し
て
い
た
事
は
既
に
述
べ
た
が
、
こ

の
意
味
で
は
確
か
に
慈
悲
の
顕
現
と
も
い
え
そ
う
で
は
あ
る
。
律

家
は
、
西
大
寺
領
内
出
身
の
人
々
だ
け
で
な
く
、
大
和
国
を
中
心

に
む
し
ろ
様
々
な
他
地
域
の
人
々
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
は
ず
で

あ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
刑
罰
観
念
は
元
々
様
々
で
あ
っ
た
と
認
め
て

よ
い
し
、
ま
た
既
に
言
及
し
た
通
り
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
死
刑
は

刑
罰
体
系
の
中
に
組
み
込
ま
れ
る
べ
き
と
の
刑
罰
観
念
を
有
し
て

い
た
だ
ろ
う
。
わ
ざ
わ
ざ
規
式
の
後
半
部
に
、「
背
�戒
律
之

法
�」
と
し
て
不
科
の
宣
言
を
し
た
事
は
、
後
代
の
律
家
が
納
得

で
き
る
理
由
で
あ
る
は
ず
で
あ
り
、
何
か
別
の
理
由
が
あ
る
と
も

思
わ
れ
な
い
。
つ
ま
り
、「
似
�背
�戒
律
之
法
�」
に
つ
い
て
の
理

解
が
既
述
の
通
り
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
一
次
的
に
は
あ
く
ま
で
戒

律
の
不
犯
の
た
め
の
科
刑
者
側
の
論
理
な
の
で
あ
っ
て
、
受
刑
者

側
に
立
っ
て
の
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
例
え
ば
相
手
が
痛
み

を
覚
え
る
か
ら
と
い
う
、
害
を
被
っ
た
者
の
立
場
に
た
っ
て
殺
戒

が
説
か
れ
る
場
合
も
あ
り
（
例
え
ば
先
の
太
賢
の
注
釈
文
な
ど
）、

そ
の
意
味
で
は
慈
悲
の
顕
現
と
言
え
る
部
分
も
全
く
な
い
と
は
言

西
大
寺
律
家
の
刑
罰
（
下
）

二
九
（
二
九
）



い
切
れ
な
い
が
、
そ
れ
で
も
本
質
的
に
は
波
羅
夷
罪
の
犯
戒
に
よ

る
律
家
自
体
の
存
在
意
義
の
喪
失
を
防
ぐ
事
が
重
要
で
あ
っ
て
、

受
刑
者
に
対
す
る
慈
悲
を
一
次
的
な
理
由
と
し
て
死
刑
不
科
に
至

っ
た
と
は
私
に
は
到
底
認
め
が
た
い
の
で
あ
る
。

こ
の
問
題
と
同
じ
く
現
代
的
観
点
か
ら
の
問
い
と
し
て
、
細
川

の
研
究
と
も
関
連
す
る
事
だ
が
、
教
育
刑
（
積
極
的
特
別
予
防
）

な
ど
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
死
刑
不
科
は
、
現
代
的
観
点
か
ら
い

え
ば
、
人
権
尊
重
の
発
露
だ
と
か
、
人
道
主
義
的
配
慮
の
結
果
だ

と
か
、
教
育
刑
の
思
想
の
萌
芽
だ
と
か
い
う
評
価
が
或
い
は
な
さ

れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
一
義
的
に
は
科
刑
者
本
位
の
論

理
で
あ
っ
て
、
か
よ
う
な
点
は
認
め
ら
れ
な
い
ば
か
り
か
、
む
し

ろ
否
定
し
さ
え
し
得
る
。
ま
ず
、
諸
罪
の
追
放
刑
は
改
悛
に
よ
る

還
住
の
可
能
性
を
認
め
て
い
る
（「
可
�有
�沙
汰
�」）。
こ
の
点
だ

け
か
ら
見
れ
ば
、
教
育
刑
と
も
言
え
な
く
も
な
い
が
、
拘
束
刑
で

は
な
く
追
放
刑
で
あ
っ
て
、
ま
た
恐
ら
く
被
科
刑
者
か
ら
の
自
発

的
な
改
悛
を
待
っ
て
免
除
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
積
極
的
な

教
育
刑
の
観
念
は
到
底
認
め
が
た
く
、
ま
た
か
か
る
免
除
の
形
態

は
諸
寺
に
も
広
く
見
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
も
西
大
寺
律

家
が
特
別
秀
で
て
特
別
予
防
の
観
念
を
有
し
て
い
た
と
は
い
え
な

い
。
殺
人
罪
が
追
加
法
で
明
徳
元
年
に
免
除
禁
止
に
な
る
の
も
、

一
般
予
防
の
側
面
が
よ
り
強
化
さ
れ
た
こ
と
を
み
る
事
が
で
き
る
。

む
す
び

以
上
、
西
大
寺
律
家
の
刑
罰
権
の
変
遷
、
刑
罰
様
態
、
刑
罰
様

態
と
宗
教
的
価
値
観
と
の
関
係
（
刑
罰
観
念
）
の
、
お
よ
そ
三
点

に
つ
き
考
察
し
て
き
た
。
本
稿
で
明
ら
か
に
し
得
た
点
は
お
お
よ

そ
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

延
文
の
相
論
を
契
機
と
し
て
、
別
当
の
刑
罰
権
が
消
滅
す
る
方

向
に
向
か
い
、
貞
治
六
年
の
綸
旨
に
よ
っ
て
別
当
の
そ
れ
は
否
定

さ
れ
、
律
家
の
排
他
的
な
刑
罰
権
が
成
立
し
た
。
こ
の
故
に
、
律

家
は
規
式
を
制
定
す
る
事
が
で
き
た
と
い
え
る
。

律
家
と
寺
僧
の
刑
罰
様
態
の
違
い
は
、
前
者
が
死
刑
を
科
さ
ず
、

撫
民
観
念
を
有
し
証
拠
や
犯
意
重
視
で
科
刑
慎
重
主
義
で
あ
り
、

後
者
が
重
罪
に
は
死
刑
を
当
然
の
も
の
と
み
な
し
実
際
に
こ
れ
を

行
い
、
治
安
維
持
を
優
先
し
証
拠
軽
視
で
科
刑
迅
速
主
義
で
あ
る

事
で
あ
る
。
大
和
国
全
体
で
見
れ
ば
、
俗
人
は
も
と
よ
り
各
地
の

寺
院
「
白
衣
僧
」
は
、
一
般
に
そ
の
刑
罰
体
系
中
に
死
刑
が
存
在

し
た
と
い
う
事
が
で
き
る
。
全
国
の
寺
院
「
白
衣
僧
」
に
お
い
て

も
、
少
な
く
と
も
一
二
世
紀
後
半
以
降
中
世
後
期
に
至
る
ま
で
か

か
る
点
は
変
わ
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
点
で
律
家
は
中
世
寺

院
に
お
い
て
極
め
て
特
異
な
刑
罰
権
者
と
評
価
す
る
事
が
で
き
る
。

律
家
は
、
規
式
で
死
刑
不
科
の
宣
言
を
し
そ
の
よ
う
な
罪
刑
関

史
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係
を
規
定
し
た
。
死
刑
不
科
に
至
っ
た
の
は
、「
似
�背
�戒
律
之

法
�」
の
故
で
あ
る
が
、
端
的
に
い
え
ば
戒
律
護
持
の
宗
教
的
価

値
観
を
有
す
る
た
め
で
あ
る
。
よ
り
具
体
的
に
は
、
焼
却
刑
な
ど

犯
戒
の
恐
れ
の
あ
る
他
の
刑
罰
が
菩
薩
行
と
し
て
非
犯
戒
と
考
え

ら
れ
て
い
た
ら
し
い
の
に
対
し
、
死
刑
だ
け
は
、
菩
薩
戒
解
釈
に

お
け
る
限
定
的
非
犯
戒
を
認
め
な
い
立
場
か
ら
、
一
殺
多
生
故
の

非
犯
戒
の
考
え
を
否
定
し
、
ま
た
通
受
受
戒
儀
解
釈
の
点
か
ら
は

こ
れ
を
声
聞
戒
の
上
で
の
波
羅
夷
罪
の
犯
戒
と
み
な
し
、
比
丘
性

の
喪
失
、
延
い
て
は
律
家
の
存
在
自
体
の
否
定
を
回
避
す
る
た
め

に
こ
れ
を
科
さ
な
い
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
律
家
の
刑
罰
観
念

は
、
か
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

さ
て
、「
は
じ
め
に
」
で
「（
β
）
因
果
連
関
関
係
の
把
握
」
を

挙
げ
な
が
ら
、
律
家
の
刑
罰
様
態
が
他
に
与
え
た
影
響
、
特
に
他

の
西
大
寺
系
律
家
に
対
し
て
の
影
響
に
つ
い
て
は
言
及
す
る
事
が

で
き
な
か
っ
た
。
今
後
に
期
す
る
と
共
に
後
考
に
俟
ち
た
い
と
思

う
。最

後
に
、
所
謂
仏
教
学
と
所
謂
歴
史
学
は
、
お
の
お
の
対
象
領

域
・
研
究
方
法
を
異
と
す
る
の
で
あ
っ
て
、
お
互
い
の
成
果
が
独

立
に
尊
重
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
事
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
安
易
に

は
他
者
の
成
果
の
利
用
は
避
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
本
稿
の

場
合
、
規
式
の
死
刑
不
科
を
考
察
す
る
に
際
し
、
深
い
理
解
に
至

る
に
は
ど
う
し
て
も
宗
教
的
価
値
観
と
の
関
係
を
考
察
す
る
必
要

が
あ
る
と
判
断
し
、
二
章
二
節
を
設
け
仏
教
学
の
成
果
に
少
な
か

ら
ず
依
拠
す
る
事
と
な
っ
た
。
も
と
よ
り
か
か
る
姿
勢
を
避
け
た

つ
も
り
で
は
あ
る
が
、
私
の
浅
薄
な
仏
教
学
の
知
識
で
は
考
察
が

十
分
で
あ
っ
た
と
は
到
底
思
わ
れ
な
い
。
諸
賢
の
批
判
を
請
う
所

以
で
あ
る
。

註（
５９
）
寺
僧
と
の
関
係
で
は
な
い
が
、
別
当
と
の
関
係
に
お
い
て
も
同

じ
姿
勢
を
見
る
事
が
で
き
る
。
延
文
の
相
論
に
お
い
て
、
律
家
は

最
初
、
永
胤
が
「
為
�戯
論
之
所
為
�之
由
、
答
申
之
間
、
無
�所
�

于
沙
汰
�候
」（
七
月
一
〇
日
西
大
寺
沙
汰
人
等
書
状
案
、
註

（
２９
））
だ
っ
た
の
に
対
し
、
別
当
側
は
「
根
源
縦
雖
�為
�戯
論
事
�、

既
及
�刃
傷
�候
之
上
者
、
喧
嘩
之
条
勿
論
」
で
あ
り
「
今
為
�遁
�

当
座
之
罪
科
�、
戯
論
由
自
称
之
条
、
弥
以
不
�可
�然
候
」
故
に

「
所
詮
於
�寺
門
�者
、
雖
�為
�寛
宥
之
儀
�、
於
�寺
務
方
�者
、
為
�

向
後
傍
輩
�可
�被
�経
�厳
密
之
御
沙
汰
�候
」（
七
月
一
七
日
少
別

当
英
豪
奉
西
大
寺
別
当
公
憲
奉
書
案
、
註（
２９
））
と
い
う
。
犯
意

を
重
視
す
る
律
家
と
、
結
果
を
重
視
す
る
別
当
側
と
の
相
違
を
見

る
事
が
で
き
る
。

（
６０
）
「
西
大
寺
寺
主
補
任
事
別
当
与
律
家

相
論
之
時
沙
汰
次
第
」
と
端
裏
に
書
か
れ
た

四
紙
続
き
の
巻
子
史
料
（
西
大
寺
文
書
収
蔵
庫
文
書
一
五
号
。
東

史
写
真
帳
『
西
大
寺
文
書
』
三
〇
、
請
求
記
号6171.65
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（
６１
）
東
院
円
守
は
、
孝
覚
臨
終
の
際
（
応
安
元
年
九
月
）
に
光
円
房

西
大
寺
律
家
の
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罰
（
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道
種
と
同
じ
く
臨
席
し
、
孝
覚
よ
り
法
流
を
相
承
し
（
高
山
京
子

「
門
跡
と
法
流
」（
註（
３４
）、
二
〇
一
〇
））、
同
年
八
月
に
は
「
門

徒
」
の
一
人
と
し
て
「
権
少
僧
都
円
守
」
の
名
が
見
え
る
事
か
ら

す
れ
ば
（
九
条
経
教
外
題
大
乗
院
門
跡
規
式
（
山
田
信
彦
氏
所

蔵
・
福
智
院
家
文
書
四
箱
一
二
号
。
史
料
纂
集
『
福
智
院
家
文

書
』
二
、
一
二
五
号
文
書
））、
と
り
あ
え
ず
孝
覚
没
後
も
大
乗
院

門
跡
と
の
門
跡
門
徒
関
係
は
継
続
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
孝
覚
墓

所
で
大
乗
院
家
の
祈
願
所
で
あ
る
大
安
寺
内
己
心
寺
お
よ
び
そ
こ

で
の
追
善
仏
事
は
、
孝
覚
の
意
に
従
っ
て
、
光
円
房
道
種
門
弟
に

よ
っ
て
管
轄
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
（
註（
３６
）論
文
等
参
照
）、

か
よ
う
な
関
係
を
通
じ
て
、
没
後
も
道
種
と
大
乗
院
家
と
の
関
係

は
継
続
し
た
に
違
い
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
時
の
門
跡
は
教
尊
で

あ
る
（『
大
日
史
』
応
安
七
年
一
月
一
三
日
条
参
照
）。
以
上
の
事
、

お
よ
び
延
文
の
相
論
時
の
道
種
・
孝
覚
の
係
わ
り
を
考
え
れ
ば
、

史
料
Ｌ
は
、
律
家
が
道
種
を
介
し
て
教
尊
に
仲
介
を
依
頼
し
た
も

の
と
見
て
ま
ず
間
違
い
な
い
。

（
６２
）
一
〇
一
函
二
四
号
。

（
６３
）
註（
２４
）史
料
。

（
６４
）
南
北
朝
期
の
興
福
寺
・
大
乗
院
等
に
つ
い
て
は
、
安
田
次
郎

「
大
乗
院
の
譲
状
・
置
文
」「
実
玄
と
そ
の
時
代
」（
同
『
中
世
の
興

福
寺
と
大
和
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
一
）
参
照
。

（
６５
）
『
関
東
往
還
記
』
弘
長
二
年
六
月
八
日
条
に
は
、「
入
�夜
長
綱

朝
臣
参
。
依
�此
御
下
向
�関
東
諸
人
皆
趣
�断
悪
修
善
之
道
�、
悉

廻
�理
世
撫
民
之
計
�云
々
。
感
悦
不
�少
之
由
頻
称
嘆
」
と
あ
る
。

弘
長
二
年
の
叡
尊
ら
の
関
東
で
の
主
な
活
動
は
、
梵
網
戒
の
授
戒

と
、
地
頭
等
に
対
し
て
は
そ
の
見
返
り
の
殺
生
禁
断
の
起
請
文
の

受
理
で
あ
る
が
、
叡
尊
ら
の
政
治
的
性
向
が
他
者
に
撫
民
を
せ
し

め
る
点
が
あ
る
と
一
部
で
は
見
な
さ
れ
て
い
た
事
を
、
参
考
と
し

て
挙
げ
て
お
き
た
い
。

（
６６
）
例
え
ば
、
正
安
二
年
（
一
三
〇
〇
）
四
月
日
備
後
大
田
荘
荘
官

百
姓
等
解
（「
高
野
山
文
書
」
又
続
宝
簡
集
百
四
十
二
、『
鎌
』
二

〇
四
二
九
）。

（
６７
）
笠
松
宏
至
「
鎌
倉
後
期
の
公
家
法
に
つ
い
て
」（
註（
４２
））
四

〇
八
〜
一
一
頁
参
照
。

（
６８
）
応
安
六
年
二
月
日
寺
主
職
補
任
状
案
（
一
〇
一
函
二
四
号
）。

（
６９
）
規
式
制
定
以
後
の
近
い
時
代
で
律
家
裁
定
の
科
刑
事
例
は
、
管

見
の
限
り
応
安
四
年
の
寺
僧
刃
傷
事
件
（
註（
３９
））
の
み
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
定
賢
房
の
殺
害
者
が
「
伊
予
房
・
覚
宗
房
両
人
」
と

し
な
が
ら
も
、
二
人
に
対
す
る
処
罰
は
「
輙
不
�可
�及
�還
住
之
沙

汰
�」
と
だ
け
し
か
記
さ
れ
て
お
ら
ず
追
放
刑
で
あ
る
。
そ
の
他
の

「
少
輔
房
・
伊
賀
房
・
春
宗
房
兄
弟
三
人
」
は
「
追
―�出
之
�」
と
あ

り
同
じ
く
追
放
刑
だ
が
、
少
輔
房
の
み
「
住
屋
則
破
―�却
之
�畢
」

と
あ
る
。
た
だ
し
、
少
輔
房
・
伊
賀
房
は
、「
年
来
伐
―�盗
於
八
幡

山
�」
の
嫌
疑
が
あ
り
、
規
式
の
罪
刑
関
係
と
の
単
純
な
比
較
は
で

き
な
い
。
こ
の
史
料
は
、
事
件
の
一
ヶ
月
以
上
後
に
書
か
れ
た
も

の
で
あ
る
事
、
長
老
袖
判
で
律
家
評
定
に
て
記
録
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
重
要
書
類
で
あ
る
事
、
他
の
部
分
も
か
な
り
正
確
に
記
さ
れ

て
い
る
事
か
ら
し
て
、
記
載
以
外
の
科
刑
が
あ
っ
た
と
は
考
え
難

い
。
他
方
、
寺
僧
が
個
人
所
有
の
物
権
・
財
産
・
住
居
を
持
た
ず
、

ま
た
共
同
所
有
の
僧
房
に
居
住
し
て
い
て
、
財
産
刑
・
焼
却
刑
を

科
す
る
事
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、

寺
僧
側
の
僧
房
は
絵
図
・
文
字
史
料
共
に
見
ら
れ
ず
、
寺
僧
個
人

史

学

第
八
六
巻

第
一
・
二
号

三
二
（
三
二
）



所
有
の
物
権
等
の
史
料
所
見
は
多
い
た
め
、
そ
の
可
能
性
は
低
い
。

少
な
く
と
も
、
春
宗
房
に
関
し
て
は
、
本
件
に
関
す
る
「
別
当
方

検
断
沙
汰
」
に
お
い
て
「

（
別
当
）

彼
使
者
直
向
�（

範
盛
）

公
文
并
春

〔
宗
ヵ
〕

定
房
之
住
居
�、

打
�点
定
之
札
�畢
」
と
あ
り
、
住
居
を
有
し
て
い
た
事
は
疑
い
な

く
、
こ
の
時
点
で
律
家
側
に
よ
る
焼
却
刑
は
科
さ
れ
て
い
な
い
。

結
局
、
少
な
く
と
も
殺
害
に
対
す
る
刑
罰
は
追
放
刑
の
み
で
、
財

産
刑
や
焼
却
刑
は
科
さ
れ
て
い
な
い
可
能
性
が
高
く
、
規
式
通
り

で
は
な
い
。
こ
の
点
、
本
史
料
で
規
式
の
実
効
性
を
論
証
し
よ
う

と
す
る
大
石
雅
章
註（
１
）後
記
論
文
（
七
四
〜
五
頁
）
は
疑
問
で

あ
る
。
む
し
ろ
、
寺
僧
複
数
人
が
処
罰
さ
れ
る
程
の
重
大
事
件
だ

か
ら
こ
そ
、
規
式
通
り
で
は
な
い
刑
罰
が
科
さ
れ
そ
れ
が
記
録
さ

れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

（
７０
）
ほ
ぼ
確
実
に
長
老
袖
判
の
史
料
と
言
え
る
も
の
に
、
康
安
二
年

（
一
三
六
二
）
白
衣
寺
僧
三
昧
供
僧
田
定
書
（
長
老
清
算
、
一
〇
四

函
一
一
号
）、
貞
治
五
年
白
衣
寺
僧
座
席
事
定
書
（
長
老
堯
基
、
一

〇
四
函
一
一
号
）、
同
六
年
「
規
式
」（
長
老
堯
基
）、
応
安
四
年
定

賢
房
殺
害
喧
嘩
記
録
（
長
老
興
泉
、
註（
３９
））。
袖
判
が
長
老
の
も

の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
も
の
に
、
元
徳
二
年
（
一
三
三
〇
）
律

家
評
定
置
文
案
（
長
老
静
然
か
、
一
〇
三
函
一
一
号
）、
延
文
三
年

森
屋
荘
定
書
お
よ
び
森
屋
荘
年
貢
支
配
注
文
（
長
老
覚
真
か
、
一

〇
四
函
五
号
）、
同
四
年
西
大
寺
新
池
并
井
料
米
定
書
（
長
老
覚
真

か
、
一
〇
三
函
一
三
号
）、
宝
徳
三
年
（
一
四
五
一
）
行
者
・
浄
人

定
書
（
長
老
元
澄
か
、
註（
５４
））。
前
三
者
は
、
他
史
料
と
の
花
押

の
比
較
お
よ
び
『
西
大
寺
代
々
長
老
名
』（
奈
良
国
立
文
化
財
研
究

所
編
『
西
大
寺
関
係
史
料
（
一
）』、
一
九
六
八
）
よ
り
。

（
７１
）
こ
こ
で
、
次
郎
入
道
と
又
法
師
等
の
事
例
は
、
完
全
に
は
死
刑

と
は
言
い
難
い
面
が
あ
る
。
と
こ
ろ
で
養
老
律
に
は
、
挌
殺
と
し

て
、
犯
人
捕
縛
に
際
し
武
器
を
持
っ
て
抵
抗
し
た
場
合
や
逃
亡
の

恐
れ
が
あ
る
時
に
は
殺
害
し
て
も
罪
に
問
わ
れ
な
い
と
す
る
規
定

が
あ
る
（
捕
亡
律
罪
人
持
仗
挌
殺
条
、
律
令
研
究
会
編
『
訳
註
日

本
律
令
』
三
（
律
本
文
編
下
巻
）、
東
京
堂
出
版
）。
か
か
る
刑
事

法
が
如
何
に
中
世
寺
院
に
受
容
さ
れ
て
い
る
か
詳
ら
か
に
し
得
な

い
が
、
し
か
し
常
識
的
に
考
え
て
か
か
る
法
（
に
相
当
す
る
も

の
）
が
存
在
す
る
事
を
と
り
あ
え
ず
想
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ

の
点
か
ら
考
え
れ
ば
、
両
事
例
は
寺
僧
に
よ
る
挌
殺
（
に
相
当
す

る
行
為
）
の
疑
い
が
な
い
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
、
次
郎
入
道

の
事
例
で
は
、
寺
僧
が
か
よ
う
な
対
応
を
し
た
事
は
一
切
『
引

付
』
後
半
部
（
註（
１１
））
に
は
見
え
な
い
し
、
ま
た
寺
僧
が
別
当

か
ら
次
郎
入
道
殺
害
に
つ
い
て
尋
問
さ
れ
た
時
、「
任
�先
例
�、
致
�

厳
密
沙
汰
�」
と
だ
け
回
答
し
て
い
て
（
註（
１４
）史
料
）、
抵
抗
・

逃
亡
に
つ
い
て
一
切
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
も
し
挌
殺
す
る
に
足

る
よ
う
な
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
れ
ば
、
当
然
回
答
が
あ
っ
た

は
ず
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
抵
抗
・
逃
亡
す
る
よ
う
な
事
が
あ
り
殺

害
に
及
ん
だ
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
場
合
で
も
か
よ
う

な
事
が
回
答
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
盗
犯
の
相

当
刑
が
死
刑
と
の
認
識
故
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

次
郎
入
道
の
事
例
か
ら
少
な
く
と
も
盗
犯
の
相
当
刑
が
死
刑
と
の

認
識
を
想
定
す
る
事
は
困
難
で
は
あ
る
ま
い
。

（
７２
）
例
え
ば
、
平
雅
行
「
中
世
寺
院
の
暴
力
と
そ
の
正
当
化
」（『
九

州
史
学
』
一
四
〇
、
二
〇
〇
五
）
五
九
〜
六
〇
頁
参
照
。

（
７３
）
（
鎌
倉
後
期
ヵ
）
東
大
寺
衆
徒
置
文
土
代
（『
大
日
古
』
東
大
寺

文
書
之
十
―
一
二
一
）。
な
お
、
本
史
料
は
、
黒
田
荘
「
庄
家
狼

西
大
寺
律
家
の
刑
罰
（
下
）

三
三
（
三
三
）



藉
」
打
開
の
た
め
「
寺
僧
分
」
お
よ
び
「
諸
庄
沙
汰
人
等
」
が

「
各
所
�語
人
勢
」
と
共
に
「
不
�惜
�身
命
�」
ず
「
召
―�取
悪
党
等
�、

或
打
―�止
敵
人
�」
事
な
ど
を
決
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
二
三

頁
の
内
容
と
関
係
す
る
事
だ
が
、
こ
こ
で
は
殺
戒
は
全
く
想
定
外

で
あ
り
、
し
か
も
俗
人
に
ま
で
殺
害
を
勧
め
る
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
興
福
寺
で
も
、
東
大
寺
領
住
民
の
棟
別
銭
賦
課
に
抵
抗
し
た

事
の
刑
罰
と
し
て
、
六
方
衆
ら
が
「
率
�軍
勢
�」
て
処
罰
し
た
事

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
（
嘉
暦
三
年
七
月
四
日
清
澄
荘
百
姓
等
解
、

菅
野
憲
道
氏
所
蔵
文
書
、
石
附
敏
幸
「
新
出
東
大
寺
文
書
『
大
和

国
清
澄
荘
焼
亡
之
記
』（
仮
題
）
に
つ
い
て
」（『
興
風
』
二
三
、
二

〇
一
一
）
所
収
）。

（
７４
）
法
隆
寺
所
蔵
『
嘉
元
記
』
延
慶
三
年
六
月
六
日
条
（
法
隆
寺
昭

和
資
財
帳
編
纂
所
編
『
法
隆
寺
史
料
集
成
』
五
、
ワ
コ
ー
美
術
出

版
）。
な
お
「
白
大
衆
」
は
、「
白
衣
」「
大
衆
」
の
事
で
あ
り

（『
同
』
正
和
四
年
（
一
三
一
五
）
二
月
二
九
日
条
）、
い
う
ま
で
も

な
く
非
武
装
の
姿
で
あ
る
。

（
７５
）
暦
応
四
年
六
月
日
寺
僧
等
所
当
銭
地
子
借
文
案
（
一
〇
三
函
八

号
）
は
、
寺
僧
側
が
律
家
側
か
ら
「
所
当
銭
地
子
」「
五
石
」
を
借

り
た
時
の
借
文
案
だ
が
、
そ
の
用
途
と
し
て
「

（
宮
ヵ
）

ミ
ヤ
事
ニ
、

（
八
幡
ヵ
）

ヤ
ハ

タ
ニ
テ
、

（
兵
糧
）

ヒ
ヤ
ウ
ラ
ウ
用
途
ノ

（
料
）レ

ウ
、
又

（
動
乱
）

ト
ウ
ラ
ン

（
最
中
）

サ
イ
中
ニ
、

用
心
ニ
、
道
照
房

（
所
済
ヵ
）

シ
ヨ
成
ノ（

時
の
借
り
）

ト
キ
ノ
カ
リ
」
と
あ
る
。

（
７６
）
時
代
が
近
い
関
係
史
料
と
し
て
例
え
ば
、（
暦
応
三
年
）
一
一

月
三
日
西
大
寺
公
文
範
盛
請
文
（「
福
智
院
家
文
書
」
一
箱
二
〇
号
、

史
料
纂
集
『
福
智
院
家
文
書
』
一
―
二
〇
号
）。
こ
れ
は
暦
応
三
年

の
南
都
嗷
訴
の
関
係
史
料
で
あ
る
。
こ
れ
を
以
っ
て
律
家
側
が
嗷

訴
に
参
加
し
て
い
な
い
確
定
的
な
証
拠
に
は
な
り
得
な
い
。
し
か

し
、
統
属
関
係
上
確
実
に
上
位
に
あ
る
律
家
で
は
な
く
、「
公
文
」

が
興
福
寺
か
ら
こ
れ
の
責
任
者
と
さ
れ
て
い
る
事
か
ら
す
れ
ば
、

寺
僧
の
み
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

（
７７
）
但
し
、
浄
人
が
簡
易
な
武
器
を
携
行
し
て
い
た
ら
し
い
点
に
つ

い
て
は
、
補
論
参
照
。
し
か
し
、
戦
闘
行
為
に
従
事
で
き
る
存
在

で
は
な
い
と
思
わ
れ
、
そ
も
そ
も
「
律
家
」
と
呼
ば
れ
る
範
疇
の

人
間
で
は
な
い
。

（
７８
）
西
大
寺
は
、
人
と
土
地
の
支
配
を
め
ぐ
り
秋
篠
寺
と
過
激
な
闘

争
を
続
け
て
き
た
（
例
え
ば
註（
１
）太
田
論
文
）。
確
定
的
に
寺
僧

の
み
が
武
力
を
以
っ
て
秋
篠
寺
と
相
対
し
た
と
の
史
料
は
な
い
。

し
か
し
、
正
和
五
年
に
は
「
打
―�破
鎮
守
十
五
所
明
神
拝
殿
�、
焼
―�

払
寺
辺
郷
民
住
屋
�、

〔
伐
〕代―�取

寺
中
寺
外
樹
木
并
数
十
町
山
林
等
�」

っ
た
（（
正
和
六
年
一
月
ヵ
）
西
大
寺
目
安
（
一
〇
三
函
五
号
））

と
も
言
わ
れ
る
秋
篠
寺
に
対
し
て
、
全
く
無
抵
抗
で
あ
っ
た
と
は

到
底
考
え
ら
れ
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
寺
僧
側
は
律
家
側
か
ら
「
為
�

秋
篠
沙
汰
�」
な
ど
と
し
て
鎌
倉
後
期
に
多
大
の
「
利
銭
文
」・「
出

挙
米
」
の
借
用
を
し
て
い
る
（
例
え
ば
、
文
保
二
年
（
一
三
一

八
）
五
月
九
日
寺
僧
等
利
銭
借
文
案
（
一
〇
三
函
八
号
））。
な
ぜ

こ
れ
ほ
ど
膨
大
な
出
費
が
必
要
で
あ
っ
た
の
か
。
一
つ
考
え
ら
れ

る
事
は
、
訴
訟
費
用
で
あ
る
が
、
訴
訟
は
恐
ら
く
律
家
主
導
と
し

て
よ
い
と
考
え
ら
れ
、
積
極
的
に
は
肯
定
で
き
な
い
。
む
し
ろ
、

寺
僧
に
よ
る
防
禦
・
武
装
（
・
又
は
武
力
の
雇
傭
）
の
た
め
の
費

用
と
す
る
の
が
、
蓋
然
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（
７９
）
例
え
ば
、
正
安
二
年
五
月
二
〇
日
興
福
寺
公
文
所
下
文
案
（
東

寺
百
合
文
書
ネ
函
二
四
、「
東
寺
百
合
文
書W

E
B

」）。

（
８０
）
東
大
寺
・
大
安
寺
そ
れ
ぞ
れ
、
註（
１
）永
村
著
書
三
九
〇
頁
、
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註（
３６
）大
石
論
文
九
六
〜
七
頁
。

（
８１
）
（
貞
治
二
〜
四
年
の
い
ず
れ
か
）
八
月
一
五
日
西
大
寺
長
老
貞

祐
書
状
（
一
〇
四
函
一
号
）
に
は
、
興
福
寺
学
侶
が
西
大
寺
お
よ

び
唐
招
提
寺
系
諸
寺
律
家
に
「
興
福
寺
塔
婆
造
営
」「
勧
進
」
を
要

請
し
た
際
、
難
色
を
示
さ
れ
た
事
に
対
し
て
、
学
侶
は
「
黒�

白�

向

背
之
基
」
と
表
現
し
て
い
る
。

（
８２
）
林
譲
「
黒
衣
の
僧
に
つ
い
て
―
鎌
倉
・
南
北
朝
期
に
お
け
る
遁

世
の
一
面
―
」（
小
川
信
先
生
の
古
稀
記
念
論
集
を
刊
行
す
る
会
編

『
小
川
信
先
生

古
稀
記
念
論
集
日
本
中
世
政
治
社
会
の
研
究
』
続
群
書
類
従
完
成
会
、

一
九
九
一
）
第
一
章
、
註（
１
）大
塚
前
記
論
文
三
六
〜
四
〇
頁
。

（
８３
）
註（
２１
）。
ま
た
笠
松
の
主
に
室
町
期
以
後
の
研
究
成
果
に
対
し

て
、
清
田
善
樹
「
荘
園
と
在
地
法
」（
網
野
善
彦
他
編
『
講
座
日
本

荘
園
史
』
三
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
、
二
七
三
〜
六
頁
）
は
、

平
安
期
に
お
い
て
も
「
在
地
」
に
お
い
て
盗
み
に
対
し
て
死
刑
が

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。

（
８４
）
薬
師
寺
に
つ
い
て
は
村
岡
幹
夫
「
一
五
・
六
世
紀
の
薬
師
寺
の

寺
辺
郷
検
断
」（『
史
学
雑
誌
』
九
七
―
一
、
一
九
八
八
）、
興
福
寺

等
に
つ
い
て
は
植
田
信
広
「
中
世
後
期
の
奈
良
の
盗
人
検
断
に
つ

い
て
―『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
を
手
が
か
り
に
し
て
―
」（『
法
政

研
究
』（
九
州
大
学
）
五
五
（
二
―
四
）、
一
九
八
九
）
な
ど
。

（
８５
）
主
に
室
町
期
大
和
国
に
お
い
て
考
察
し
た
、
註（
８４
）植
田
論
文

三
七
七
〜
八
頁
参
照
。

（
８６
）
国
立
公
文
所
館
所
蔵
『
寺
門
事
条
々
聞
書
』
応
永
二
一
年
七
月

条
（
安
田
次
郎
他
『
大
和
の
武
士
と
武
士
団
の
基
礎
的
研
究
』（
平

成
一
四
〜
一
五
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｃ
）（
１
）

研
究
成
果
報
告
書
）
所
収
）。

（
８７
）
註（
２１
）笠
松
論
文
七
七
頁
。

（
８８
）
例
え
ば
、
勝
野
隆
信
「
僧
兵
年
表
」（
同
『
僧
兵
』
至
文
堂
、

一
九
五
五
）
参
照
。

（
８９
）
『
太
平
記
』（
日
本
古
典
文
学
大
系
三
五
、
岩
波
書
店
）
一
七
、

還
幸
供
奉
人
々
被
�禁
殺
�事
。

（
９０
）
註（
４６
）大
塚
論
文
一
二
七
〜
三
二
頁
。

（
９１
）
『
太
平
記
』（
日
本
古
典
文
学
大
系
三
四
、
岩
波
書
店
）
一
一
、

金
剛
山
寄
手
等
被
�誅
事
付
佐
介
貞
俊
事
。

（
９２
）
永
仁

〔
六
ヵ
〕

□
年
四
月
日
関
東
御
祈
祷
諸
寺
注
文
案
（
一
〇
三
函
一

号
）。
明
徳
二
年
九
月
二
八
日
西
大
寺
諸
国
末
寺
帳
（
一
二
一
函
三

号
、
松
尾
剛
次
「
西
大
寺
末
寺
帳
考
」（
同
『
勧
進
と
破
戒
の
中
世

史
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
五
、
所
収
））。

（
９３
）
林
譲
は
、
史
料
Ｏ
を
含
め
て
、
諸
史
料
を
網
羅
的
に
分
析
し
、

律
僧
の
形
に
な
る
事
や
、
禅
僧
衣
や
念
仏
者
の
裳
無
衣
を
着
す
る

事
に
よ
り
、
刑
罰
が
赦
さ
れ
る
、
誅
を
免
れ
る
と
い
う
観
念
と
慣

行
の
存
在
を
指
摘
し
た
（
註（
８２
）林
論
文
三
八
七
〜
八
頁
な
ど
）。

こ
の
見
解
に
つ
い
て
は
全
く
賛
成
で
あ
る
け
れ
ど
、
非
武
装
な
ど

と
い
う
私
見
と
は
趣
き
を
異
に
す
る
。
し
か
し
、
両
見
解
は
決
し

て
矛
盾
し
合
う
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。

（
９４
）
上
田
霊
城
「
鎌
倉
仏
教
に
お
け
る
戒
律
の
宗
派
化
」（
森
章
司

編
『
戒
律
の
世
界
』
渓
水
社
、
一
九
九
三
、
初
出
一
九
七
五
）
七

二
〇
〜
二
頁
等
参
照
。

（
９５
）
覚
盛
の
通
受
受
戒
儀
に
つ
い
て
は
、
註（
９４
）論
文
、
蓑
輪
顕
量

「
覚
盛
の
通
別
二
受
の
主
張
」（
註（
４５
）著
書
、
一
九
九
九
）
参
照
。

（
９６
）
『
興
正
菩
薩
御
教
誡
聴
聞
集
』「
律
大
乗
根
本
事
」・「
我
趣
�此

修
行
�事
」（
長
谷
川
誠
編
『
興
正
菩
薩
七
百
年
御
遠
忌
記
念

興

西
大
寺
律
家
の
刑
罰
（
下
）

三
五
（
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五
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正
菩
薩
御
教
誡
聴
聞
集

金
剛
仏
子
叡
尊
感
身
学
正
記
』
所
収
）。

（
９７
）
『
感
身
学
正
記
』
文
暦
元
年
条
（
註（
５２
）史
料
集
）。

（
９８
）
註（
９４
）上
田
論
文
七
一
八
頁
。
ま
た
戒
行
に
密
教
修
法
の
効
験

を
確
か
な
も
の
と
す
る
た
め
の
手
段
の
側
面
が
あ
る
点
に
つ
い
て

は
、
註（
７２
）平
論
文
五
八
〜
九
頁
参
照
。

（
９９
）
『
感
身
学
正
記
』
建
長
六
年
三
月
一
四
・
一
五
日
、
文
永
一
二

年
（
建
治
元
年
）
七
月
二
九
・
三
〇
日
条
、
弘
安
七
年
閏
四
月
二

九
日
条
な
ど
。

（
１００
）
『
四
分
律
』・『
梵
網
経
』
の
理
解
に
つ
い
て
は
、
註（
４８
）佐
藤

著
書
、
石
田
瑞
麿
『
仏
典
講
座
一
四

梵
網
経
』（
同
、
一
九
七

一
）
に
多
く
を
負
う
。

（
１０１
）
「
性
罪
一
向
不
共
戒
」
な
る
戒
名
は
、
凝
然
『
梵
網
戒
本
疏
日

珠
鈔
』
に
依
る
（
◯大
六
二
―
七
七
上
）。

（
１０２
）
元
亨
四
年
一
〇
月
二
四
日
金
剛
寺
定
書
（「
金
剛
寺
文
書
」、

『
中
世
法
制
史
料
集
』
六
、
寺
社
法
、
六
三
文
書
）。

（
１０３
）
清
水
克
行
「
室
町
幕
府
「
流
罪
」
考
―
失
脚
者
の
末
路
を
め
ぐ

る
法
慣
習
―
」（
同
『
室
町
社
会
の
騒
擾
と
秩
序
』
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
四
）。
こ
こ
で
は
「
室
町
期
」
の
考
察
だ
が
、
貞
和
五
年
の

事
例
も
検
証
し
て
い
て
南
北
朝
期
を
含
め
て
の
結
論
と
し
て
よ
い
。

ま
た
、
流
人
が
敵
人
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
る
ケ
ー
ス
と
幕
府
に
よ

っ
て
殺
害
さ
れ
る
ケ
ー
ス
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、
本
稿
の

場
合
も
ち
ろ
ん
前
者
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
普
通
流
刑
に
処
せ
ら
れ

る
重
犯
罪
者
は
、
公
的
犯
罪
ば
か
り
で
な
く
殺
人
な
ど
私
的
犯
罪

も
犯
し
た
故
に
科
刑
さ
れ
る
場
合
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

鎌
倉
期
の
流
刑
に
つ
い
て
は
、
海
津
一
朗
「
中
世
武
家
流
刑
の
手

続
き
文
書
」（『
古
文
書
研
究
』
三
七
、
一
九
九
三
）
参
照
。
中
世

の
流
刑
に
関
す
る
専
論
は
ほ
ぼ
以
上
の
二
論
文
に
尽
き
る
だ
ろ
う

が
、
こ
れ
ら
に
よ
る
と
、
清
水
の
南
北
朝
期
以
降
の
状
況
に
反
し

て
、
海
津
の
研
究
に
依
る
限
り
鎌
倉
期
に
は
制
度
と
し
て
の
流
刑

は
機
能
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
１０４
）
森
章
二
「
戒
律
概
説
―
解
説
に
代
え
て
―
」（
註（
９４
）著
書
）

参
照
。

（
１０５
）
例
え
ば
そ
れ
ぞ
れ
、
註（
５３
）史
料
、
弘
長
二
年
八
月
日
園
城
寺

解
案
（「
古
簡
雑
纂
二
」、『
鎌
』
八
八
六
九
）、
貞
永
元
年
五
月
日

覚
真
置
文
（「
山
城
海
住
山
寺
文
書
」、『
鎌
』
四
三
二
九
）。

（
１０６
）
規
式
は
、
沙
弥
を
科
刑
対
象
と
は
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
沙
弥
と

比
丘
と
の
中
間
と
思
し
い
「
小
比
丘
」
な
る
階
梯
も
史
料
上
に
は

見
え
（
応
永
二
〇
年
四
月
二
五
日
小
比
丘
宣
秀
水
田
作
主
職
寄
進

状
（
一
〇
四
函
八
号
））、
こ
れ
ら
が
刑
罰
裁
定
に
関
わ
っ
た
か
否

か
は
不
明
だ
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
比
丘
は
主
体
的
に
関
わ
っ
て

い
る
の
は
間
違
い
な
い
か
ら
、
以
降
は
犯
戒
・
制
裁
の
議
論
は
比

丘
の
み
に
つ
い
て
行
う
。

（
１０７
）
但
し
蓑
輪
顕
量
は
、
叡
尊
著
『
律
宗
作
事
羯
磨
』
に
波
羅
夷
・

僧
残
・
不
定
の
三
罪
の
発
生
が
稀
と
し
て
羯
磨
文
を
載
せ
て
い
な

い
事
を
根
拠
に
、
教
団
追
放
な
ど
の
重
罰
に
処
す
る
事
が
無
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
す
る
（
同
「
覚
盛
と
叡
尊
の
犯
戒
意
識
の
相

違
」（
註（
４５
）著
書
）
四
〇
六
頁
）。
今
こ
れ
に
つ
い
て
賛
成
も
反

対
も
で
き
な
い
。

（
１０８
）
別
の
解
釈
と
し
て
、
死
刑
は
人
が
死
ん
で
必
ず
「
背
」
く
事
に

な
る
が
、
流
刑
は
必
ず
し
も
罪
人
が
死
ぬ
と
は
限
ら
ず
、
そ
の
意

味
で
必
ず
し
も
「
背
」
く
事
に
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
事
が
考
え

ら
れ
る
。「
似
」
を
流
刑
の
部
分
の
み
に
限
定
し
て
解
釈
す
る
の
で
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あ
る
。
こ
れ
を
積
極
的
に
否
定
す
る
事
は
で
き
な
い
が
、
と
り
あ

え
ず
本
文
の
よ
う
な
解
釈
が
自
然
と
判
断
し
た
。

（
１０９
）
註（
１０７
）蓑
輪
論
文
参
照
。

（
１１０
）
な
お
蓑
輪
も
同
様
に
推
測
し
て
い
る
が
（
註（
１０７
）論
文
四
一
九

頁
）、『
興
正
菩
薩
御
教
誡
聴
聞
集
』
の
中
で
（「
一
、
行
者
発
心
ノ

初
ニ
」、
註（
９６
）史
料
集
）「
既
依
�三
聚
浄
戒
羯
磨
�、
深
発
�誓
願
�

以
来
（
中
略
）
教
�人
令
�行
�殺
生
�約
束
シ
ツ
レ
ハ
、
其
人
雖
�廃

忘
�、
於
�断
命
時
�、
必
結
�殺（

マ
ヽ
）
殺
罪
�コ
ト
シ
」
と
あ
り
、
叡
尊
は
通

受
受
戒
後
の
菩
薩
で
も
、
殺
人
を
犯
し
た
場
合
（
こ
の
場
合
は
教

唆
）、「
殺
罪
」
す
な
わ
ち
波
羅
夷
罪
が
成
立
す
る
と
考
え
て
い
た

と
し
て
良
い
だ
ろ
う
。

（
１１１
）
註（
４６
）大
塚
論
文
一
三
七
頁
、
註
一
〇
九
。

（
１１２
）
枚
挙
に
暇
が
無
い
程
散
見
さ
れ
る
が
、
例
え
ば
『
感
身
学
正

記
』
宝
治
二
年
（
一
二
四
八
）
条
、
弘
安
七
年
一
〇
月
一
一
日
条
、

『
興
正
菩
薩
御
教
誡
聴
聞
集
』「
一
、
梵
網
経
古
迹
等
開
講
打
聞
」、

『
関
東
往
還
記
』
弘
長
二
年
四
月
諸
条
な
ど
。

（
１１３
）
日
本
大
蔵
経
編
纂
会
『
日
本
大
蔵
経
』
大
乗
律
疏
三
、
第
四
一

巻
。

（
１１４
）
蓑
輪
顕
量
「
叡
尊
門
侶
集
団
に
お
け
る
菩
薩
戒
の
授
受
―
西
大

寺
蔵
『
授
菩
薩
戒
用
意
聞
書
』
と
『
授
菩
薩
戒
作
法
』
を
中
心
に

―
」（
註（
４５
）蓑
輪
著
書
、
初
出
は
「
叡
尊
教
団
に
お
け
る
菩
薩
戒

の
授
受
」
と
し
て
『
南
都
仏
教
』
七
三
、
一
九
九
六
）
三
六
二

〜
三
、
三
六
五
頁
な
ど
。

（
１１５
）
註（
３
）義
江
Ａ
論
文
四
〇
一
〜
八
頁
。

（
１１６
）
永
島
福
太
郎
「
大
垣
廻
し
」（
魚
澄
先
生
古
稀
記
念
会
『
魚
澄

先
生
古
稀
記
念
国
史
学
論
叢
』
魚
澄
先
生
古
稀
記
念
会
、
一
九
五

九
）、
坂
井
孝
一
「「
三
ケ
大
犯
」
考
―
中
世
奈
良
に
お
け
る
「
児

童
・
神
鹿
・
講
衆
」
に
対
す
る
犯
罪
―
」（『
日
本
歴
史
』
四
九
六
、

一
九
八
九
）
参
照
。

以
下
本
稿
で
は
、「
大
垣
廻
」
と
い
う
場
合
、
ま
さ
に
興
福
寺

「
大
垣
」
を
「
廻
」
す
事
と
、
死
刑
を
行
う
事
と
を
合
わ
せ
た
刑
罰

と
す
る
。

（
１１７
）
史
料
Ｄ
の
「
罪
科
寺
僧
」
お
よ
び
、「
元
亨
年
中
蒙
�
勅
勘
�、

十
余
ヶ
年
牢
籠
」
と
い
う
公
文
勝
禅
房
範
盛
（（
応
安
五
年
）
一
二

月
二
九
日
公
文
範
盛
請
文
案
、
註（
６０
）史
料
所
収
）
は
、
律
家
申

請
に
よ
る
追
放
刑
ま
た
は
流
刑
の
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
も

し
後
者
の
場
合
で
も
、
流
刑
の
観
念
が
鎌
倉
期
と
南
北
朝
期
と
で

は
違
う
と
考
え
ら
れ
（
註（
１０３
））、
こ
の
意
味
で
は
鎌
倉
期
の
律
家

に
よ
る
流
刑
を
死
刑
と
結
び
つ
け
て
考
え
る
必
要
は
な
い
。

（
１１８
）
永
仁
六
年
（
一
二
九
八
）
二
月
日
六
波
羅
探
題
宛
西
大
寺
并
末

寺
住
侶
等
言
上
状
案
（
一
〇
三
函
一
号
）、（
同
年
ヵ
）
四
月
日
関

東
御
祈
祷
諸
寺
注
文
案
（
同
）、
同
年
九
月
九
日
六
波
羅
探
題
施
行

状
案
（
同
）。

（
１１９
）
詳
論
の
ゆ
と
り
は
な
い
た
め
、
主
だ
っ
た
関
係
史
料
の
み
挙
げ

る
。
正
和
五
年
一
月
一
八
日
興
福
寺
与
西
大
寺
約
諾
状
案
（
一
〇

三
函
二
三
号
）、
同
一
九
日
興
福
寺
学
侶
契
状
案
（
同
）、
観
応
二

年
（
一
三
五
一
）
九
月
一
六
日
興
福
寺
学
侶
状
案
（
註（
３１
）大
和

薬
師
寺
文
書
）、（
文
和
三
年
）
七
月
日
西
大
寺
長
老
元
耀
書
状
案

（
註（
１１
）史
料
）、
康
暦
元
年
（
一
三
七
九
）
一
〇
月
日
興
福
寺
学

侶
評
定
事
書
案
（「
福
智
院
家
文
書
」
三
箱
十
五
号
、
註（
７６
）刊
本

一
一
三
号
）、（
延
文
五
年
）
三
月
二
九
日
興
福
寺
学
侶
状
（
一
〇

三
函
一
四
号
）。

西
大
寺
律
家
の
刑
罰
（
下
）

三
七
（
三
七
）



（
１２０
）
至
徳
二
年
一
〇
月
某
目
安
案
（
一
〇
五
函
八
号
）、
同
年
一
一

月
註（
４４
）前
記
史
料
。

（
１２１
）
天
台
宗
典
編
纂
所
編
『
正
続
天
台
宗
全
書
目
録
解
題
』（
春
秋

社
、
二
〇
〇
〇
）
二
九
二
〜
四
頁
。

（
１２２
）
『
続
群
書
類
従
』
第
二
十
七
輯
下
釈
家
部
。

（
１２３
）
ま
た
、
事
実
、
西
田
友
広
の
研
究
を
参
考
と
す
れ
ば
（「
衾
宣

旨
と
そ
の
効
力
」（
同
『
鎌
倉
幕
府
の
検
断
と
国
制
』
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
一
一
、
既
出
論
文
を
再
構
成
）
一
五
三
〜
四
頁
）、
南
北
朝
期

の
実
態
は
明
ら
か
で
無
い
に
し
て
も
鎌
倉
期
に
は
、
朝
廷
は
寺
院

を
制
度
的
に
警
察
機
関
と
し
て
も
―
も
ち
ろ
ん
社
会
的
機
能
と
し

て
は
副
次
的
な
位
置
し
か
占
め
な
い
が
―
認
識
し
て
い
た
と
い
っ

て
よ
い
。

（
１２４
）
例
え
ば
、
利
光
三
津
夫
「
平
安
時
代
に
お
け
る
死
刑
停
止
に
つ

い
て
」（『
法
学
研
究
』
三
五
、
一
九
六
二
）、
註（
３
）義
江
Ｅ
論
文

等
参
照
。

（
１２５
）
佐
藤
進
一
「
室
町
幕
府
論
」（
註（
２７
）同
氏
著
書
、
初
出
一
九

六
三
）
一
四
六
〜
八
頁
。
な
お
、
佐
藤
が
「
権
限
吸
収
」
と
評
価

し
た
と
す
る
事
に
つ
い
て
は
、
早
島
大
祐
の
批
判
が
あ
る
（
同

『
室
町
幕
府
論
』（
講
談
社
、
二
〇
一
〇
）
第
四
章
第
二
節
「
権
限

吸
収
論
批
判
」）。

（
１２６
）
註（
１２４
）利
光
論
文
二
三
〜
六
頁
、
註（
３
）義
江
Ｅ
論
文
四
〇

〜
一
頁
。

（
１２７
）
例
え
ば
、
細
川
涼
一
『
中
世
の
律
宗
寺
院
と
民
衆
』（
吉
川
弘

文
館
、
一
九
八
七
）
参
照
。

（
１２８
）
細
川
亀
市
「
日
本
中
世
寺
院
法
に
於
け
る
刑
法
」（
上
）（
下
）

（『
法
学
志
林
』
三
五
―
四
・
五
、
一
九
三
三
）。

（
１２９
）
清
田
義
英
「
中
世
死
罪
考
」（『
早
稲
田
法
学
』
五
七
―
三
、
一

九
八
二
）
二
六
三
〜
七
二
頁
。

（
１３０
）
註（
３
）義
江
Ｂ
論
文
（
後
半
）
一
五
頁
な
ど
。

（
１３１
）
永
仁
元
年
一
一
月
一
二
日
東
大
寺
衆
徒
置
文
（
東
大
寺
図
書
館

未
成
巻
文
書
（
２
｜
｜
７
７
）、
綾
村
宏
他
編
『
東
大
寺
文
書
を

読
む
』（
思
文
閣
出
版
）
所
収
）。

（
１３２
）
『
吾
妻
鏡
』（
新
訂
増
補
国
史
大
系
）
同
年
六
月
二
二
・
二
三

日
・
七
月
二
日
条
、『
玉
葉
』（
図
書
寮
叢
刊
）
同
年
六
月
二
二
・

二
三
日
条
、『
吉
記
』（
史
料
大
成
）
同
年
二
二
日
条
。

（
１３３
）
公
刊
本
は
そ
れ
ぞ
れ
、『
新
校

群
書
類
従
』
第
三
巻
二
八
九

頁
、『
新
訂
増
補

国
史
大
系
』
一
二
巻
三
五
六
頁
、
北
原
保
雄
他

編
『
延
慶
本

平
家
物
語
』
本
文
篇
下
（
勉
誠
社
）
四
四
六
〜
八

頁
。

（
１３４
）
『
大
日
史
』
建
久
二
年
三
月
二
九
日
条
な
ど
。

（
１３５
）
先
行
研
究
で
も
何
度
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
事
で
は
あ
る
が
、

『
古
事
談
』
巻
一
の
「
白
河
法
皇
殺
生
禁
断
時
加
藤
成
家
不
�拘
�厳

制
�事
」（
新
訂
増
補
国
史
大
系
一
八
、
二
一
頁
）
で
、
武
家
と
公

家
と
の
刑
罰
体
系
の
相
違
を
明
瞭
に
見
る
事
が
で
き
る
。

（
１３６
）
衾
宣
旨
の
理
解
に
つ
い
て
は
、
註（
１２３
）西
田
論
文
参
照
。

（
１３７
）
『
大
日
史
』
嘉
禎
元
年
六
月
二
六
日
、
七
月
二
三
日
条
な
ど
。

（
１３８
）
元
徳
三
年
七
月
日
延
暦
寺
衆
徒
申
状
（「
牒
状
類
聚
」、『
鎌
』

三
一
四
八
三
）、
同
年
八
月
日
大
和
多
武
峰
寺
衆
徒
集
会
事
書

（「
大
和
談
山
神
社
旧
子
院
旧
蔵
」、『
鎌
』
三
一
五
〇
四
）。

（
１３９
）
『
大
日
史
』
暦
応
三
年
一
〇
月
六
・
二
六
日
条
。

（
１４０
）
義
江
Ａ
論
文
四
一
三
〜
九
頁
な
ど
、
石
井
進
「
罪
と
祓
」（
朝

尾
直
弘
他
編
『
日
本
の
社
会
史

第
五
巻
（
裁
判
と
規
範
）』
岩
波

史

学

第
八
六
巻

第
一
・
二
号

三
八
（
三
八
）



書
店
、
一
九
八
七
）
二
五
〜
八
頁
、
渡
邉
俊
「
寺
領
支
配
に
お
け

る
追
放
・
没
収
刑
の
論
理
」（
同
『
中
世
社
会
の
刑
罰
と
法
観
念
』

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
一
、
初
出
二
〇
〇
七
）
一
一
六
頁
参
照
。

義
江
論
文
は
、
領
主
高
野
山
が
主
に
荘
官
層
に
対
し
て
裁
定
す
る

刑
罰
に
つ
い
て
の
考
察
。

な
お
、
渡
邉
は
、
文
永
八
年
六
月
一
七
日
紀
伊
猿
川
・
真
国
・

神
野
三
箇
荘
荘
官
起
請
文
（『
中
世
法
制
史
料
集
』
六
、
寺
社
法
三

二
号
）
の
「
一
、
強
窃
二
盗
并
放
火
事
」
の
規
定
で
「
於
�当
荘
之

仁
�者
、
進
退
在
�掌
。
於
�他
領
之
輩
�、
故
励
�身
力
�、
可
�打
―�留

之
�」
と
あ
る
「
打
留
」
を
殺
害
の
意
味
に
と
り
、
高
野
山
の
例
外

的
な
死
刑
の
規
定
と
み
な
し
て
い
る
（
同
論
文
註
二
三
）。
し
か
し
、

前
後
の
文
脈
か
ら
し
て
、
逃
亡
の
場
合
に
追
及
が
困
難
に
な
る
故

の
、
荘
内
抑
留
の
意
味
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
犯
人
の
処
断
お

よ
び
他
本
所
と
の
折
衝
を
本
所
高
野
山
に
委
ね
よ
と
い
う
事
で
は

な
い
か
。
つ
ま
り
、
他
領
の
人
間
と
い
う
だ
け
で
殺
害
に
及
ん
で

は
、
当
該
領
の
本
所
と
の
政
治
的
問
題
に
な
っ
て
し
ま
う
事
の
回

避
で
は
な
い
か
。「
打
」
は
「
討
」
で
は
な
く
単
に
「
留
」
の
強
意

と
と
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、『
廿
一
口
方
評
定
引
付
』
永
享
三
年

一
一
月
二
三
日
条
（
東
寺
百
合
文
書
ち
、『
大
日
古
』
東
寺
文
書
之

三
）
で
は
、「
打
留
」
を
、
確
実
に
「
盗
人
」
の
現
行
犯
の
捕
縛
の

意
味
で
用
い
て
い
る
。
こ
れ
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
む
し
ろ
渡
邉

の
言
及
の
妥
当
性
を
さ
ら
に
強
化
す
る
事
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

（
１４１
）
註（
１４０
）渡
邉
論
文
一
一
三
〜
四
頁
。
も
っ
と
も
渡
邉
は
事
例
�

の
死
刑
の
寺
法
を
指
摘
し
、
中
世
前
期
と
後
期
と
の
質
的
差
異
を

指
摘
し
て
は
い
る
（
同
著
書
二
六
二
頁
）。

（
１４２
）
建
保
六
年
三
月
日
高
野
山
所
司
愁
状
案
（「
高
野
山
文
書
」
又

続
宝
簡
集
百
八
、『
鎌
』
二
三
六
一
）。

（
１４３
）
貞
和
二
年
二
月
二
〇
日
高
野
山
大
集
会
評
定
事
書
（
天
理
図
書

館
所
蔵
保
井
文
庫
（210.08

｜
イ153

｜104

））。

（
１４４
）
応
永
二
一
年
二
月
二
二
日
高
野
山
禁
制
案
（
宝
簡
集
四
四
巻
、

『
大
日
古
』
高
野
山
文
書
之
一
―
五
一
四
）。

（
１４５
）
こ
れ
は
、
一
四
頁
で
も
述
べ
た
所
謂
「
弘
仁
の
御
遺
誡
」
を
根

拠
に
し
た
も
の
だ
ろ
う
。

（
１４６
）
山
陰
加
春
夫
「
永
享
五
年
の
「
高
野
動
乱
」
に
つ
い
て
―
検
断

法
上
の
意
義
―
」（
同
『
新
編

中
世
高
野
山
史
の
研
究
』
清
文
堂
、

二
〇
一
一
、
初
出
二
〇
〇
八
）
三
九
九
〜
四
〇
〇
頁
は
、「
高
野
動

乱
」
を
境
と
し
て
「
高
野
山
上
の
罪
科
人
に
対
す
る
最
高
刑
」
が

「「
追
放
」
処
分
か
ら
「
死
罪
」
へ
と
」
変
化
し
た
と
論
じ
、
本
稿

と
は
若
干
異
な
る
評
価
を
す
る
。
本
稿
の
如
く
に
は
、
貞
和
法
・

応
永
法
の
解
釈
を
し
な
い
と
い
う
事
だ
ろ
う
。

（
１４７
）
蓑
輪
顕
量
「
戒
律
復
興
運
動
初
期
の
動
向
」（
註（
４５
）著
書
）、

註（
９４
）上
田
論
文
七
二
二
〜
七
頁
、
等
参
照
。

（
１４８
）
註（
４３
）史
料
、
註（
８
）論
文
。

（
１４９
）
南
都
僧
は
、
声
聞
戒
の
後
に
菩
薩
戒
を
受
け
る
と
い
う
あ
り
方

が
一
般
的
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
（
貞
慶
『
南
都
叡
山
戒
勝
劣
事
』

（
仏
書
刊
行
会
編
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
一
〇
五
、
一
四
頁
））。

（
１５０
）
む
し
ろ
、
狩
猟
・
漁
労
等
行
為
に
よ
る
自
然
に
お
け
る
殺
生
と
、

ヒ
ト
に
対
す
る
そ
れ
と
は
、
別
問
題
で
あ
る
と
す
ら
考
え
ら
れ
て

い
た
と
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。

（
１５１
）
こ
の
問
い
が
幾
分
で
も
意
味
の
あ
る
問
い
で
あ
る
事
を
説
明
す

る
な
ら
ば
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
現
在
、
日
本
の
多
く
の
仏
教

教
団
は
、
大
略
「
慈
悲
」
に
基
づ
い
て
死
刑
制
度
の
廃
止
を
求
め

西
大
寺
律
家
の
刑
罰
（
下
）

三
九
（
三
九
）



て
い
る
と
見
え
る
。
か
か
る
状
況
が
果
た
し
て
西
大
寺
律
家
に
も

認
め
ら
れ
る
か
、
と
い
う
現
代
的
問
題
意
識
か
ら
す
る
所
の
問
い

で
あ
る
。

（
１５２
）
中
村
元
『
慈
悲
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
一
〇
、
原
本
一

九
五
六
）。

（
二
〇
一
五
年
二
月
脱
稿
）

〔
付
記
〕
本
稿
の
作
成
に
あ
た
っ
て
、
原
本
調
査
に
ご
協
力
頂
い
た
西

大
寺
佐
伯
俊
源
師
、
並
び
に
写
真
帳
等
の
閲
覧
を
さ
せ
て
頂
き
、

加
え
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
のSH

IPS

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
も
利
用
さ

せ
て
頂
い
た
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
対
し
、
こ
こ
に
記
し
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
名
古
屋
大
学
よ
り
「
フ
ィ
ー
ル
ド
調

査
実
習
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
二
〇
一
一
年
度
）
な
ら
び
に
「
卓
越
し

た
大
学
院
拠
点
形
成
支
援
補
助
金
」（
二
〇
一
三
年
度
）
の
援
助
を

受
け
ま
し
た
。
本
稿
は
、
史
学
会
大
会
報
告
（
タ
イ
ト
ル
「
西
大

寺
律
家
の
検
断
」、
於
東
京
大
学
、
二
〇
一
二
）、
台
湾
大
学
名
古

屋
大
学
研
究
交
流
集
会
（「
日
本
中
世
寺
院
の
科
刑
小
考
」、
於
台

湾
國
立
臺
灣
大
學
、
二
〇
一
四
）
に
お
け
る
発
表
を
基
礎
と
し
て

大
幅
に
追
加
を
し
た
も
の
で
す
。

（
以
上
）

史

学

第
八
六
巻

第
一
・
二
号

四
〇
（
四
〇
）


